
	

	まえがき

	
		前回のまとめ以降に書いた日記の振り返りをまとめて電子書籍化しました。
	

		早いものでもう 4 巻目となりました。この年は旅行の回数自体はそれほどですが、
		学園祭で上京した際に割と気合い入れてガッツリ観光してみたり、今更ながら東京タワーに登ってみたり
		はたまた尾道や別府と行った比較的メジャーな観光地に行ってみたりと真人間に近づいたような気がします。
	

		もっとも、このおまとめを出す頃にはふたば学園祭に初のサークル参加を試みるという
		全速力で真人間に逆行する状況になっているはずなのですが……。
	


	2024年学園祭 (一日目・オレンジフェリー) (2024 年 5 月 2 日)

	

	
		昨年に続いて「ふたば学園祭」に行くために東京旅行しました。
		前回は九州へ行ってからフェリーで東京まで移動という豪華な旅でしたが、
		今回はスケジュールの都合で愛媛からフェリーで大阪へ、そして新幹線で東京へ移動というルートにしました。
	

		大阪までの移動はお馴染みオレンジフェリー。今回は港まで連絡バスで移動します。
		四国側の発着港である東予港は市街地から離れたところにあるので、マイカー移動じゃない場合は連絡バス、
		もしくはタクシーに頼らざるを得ないのが難点ではあります……。
	

	

	

	
		東予港に到着です。この日は霧でも出ていたのか、なぜか何度撮ってもこんなふうに白く曇った写真になってしまいました。
		肉眼で見るぶんにはそんな霞んでいる様子はなかったのですが……。
	

		連絡バスで移動した場合、港に到着から出港まで30分程度しかありません。
		そして船内レストランのオーダーストップは出港から30分くらいなので、バス乗船の場合は乗船から割と慌ただしい感じで夕食になります。
		マイカーの場合は乗船開始から2時間位あるのでゆっくり食事できるので、そういう点でもマイカーのほうが向いているフェリーではありますね。
	

	

	
		今回の夕食は連休で浮かれていることもあり、ちょっと贅沢に鯛めし定食にしてみました。
		出汁と生卵をお好みの具合に混ぜて熱々のご飯に掛けていただきます。
		鯛は宇和島の養殖ブランド『鯛一郎クン』らしいです。それはよくわからないな……。
	

	

	
		順番が前後しましたが、部屋はいつものシングルデラックス。
		ぶっちゃけ時間的には寝て起きるくらいしかしない部屋なので一番安いシングルでも十分ではある、
		とはいえ2000円の差額で大幅に部屋のグレードが上がるので可能であればこちらの利用をオススメします。
	

	
		翌朝は大阪到着後すぐに下船しました。
		普段であれば朝ご飯を頂いた後に船内休憩時間も利用して8時までゆっくりするところ、
		今回は新幹線が混み始める前に移動したいのとせっかくなので朝ご飯は駅弁にしようと決めていたので即移動にしました。
	

	

	
		数年ぶりに乗った市営地下鉄あらため大阪メトロ、なんか知らん駅がふえてる……。
	

		ところでゴールデンウィークは「のぞみ」が全席指定になるので最悪駅まで来て新幹線に乗れないという羽目になるのでは？
		と若干不安ではあったのですが、無事7時半頃の切符を取ることができました。
		若干待ち時間に余裕があったので新大阪駅をちょっと探検、大阪名物ミックスジュースを飲んだりしていました。
	

		ところで、駅構内のドトールが何故か異常に行列していたのですが、連休限定で何かあったんですかね？
		あと、前はコンコース内にダイハツの車が展示されていたと思ったのですがスズキに代わっていました……。
	

	

	
		これはいい駅弁。
		新大阪駅で買ったトンテキ弁当です。
	


	2024年学園祭 (二日目・銀座とお台場) (2024 年 5 月 3 日)

	

	
		ところで今回の上京の際には東京湾を横断して久里浜 (神奈川県) と浜金谷 (千葉県) を結ぶ「東京湾フェリー」に乗りたいと思っていました。
		思っていたのですがいざ時刻表をチェックしようと公式サイトを見たところで画像の衝撃の告知ですよ。
		なんでも 3 月に岸壁に接触する事故を起こしてその修理のために 1 隻がドック入りしたのだとか。
		多少混みます程度なら頑張って並ぼうかとも思うのですが、さすがに 4 〜 5 時間待ちはできないので今回は泣く泣く諦めました。
		というのも単に時間が潰れるだけならいいんですが、最悪帰れなくなる可能性があるので……。
	

	
		
		
	

	

	
		そんなわけで代わりにどこに遊びに行くといいかな？と情報を募った結果の一つが銀座の「アートアクアリウムGINZA」です。
		その名の通り銀座の三越にあり、展示してある魚は金魚だけなのですが光と音を駆使した和風の演出を見せる水族館です。
		正直銀座とかセレブっぽいし気が進まなかったものの、おすすめを聞いておいてスルーは不義理もすぎると行ってみたところ
		いざ現物を見てみると幻想的な世界に入り込んで大満足な時間でした。
	

	

	
		銀座でセレブな時間を過ごしたら次はお台場へ移動しました。
		コミケとかだとビッグサイトへはりんかい線一択ですが、今回は連休で浮かれていることもありゆりかもめで景色を楽しみながら移動しました。
		朝に新幹線から見えたときは新橋駅がものすごい行列だったのですが、流石に昼前になると空いていました。
	

	

	
		お台場の観光スポットとしてオススメされていたのは没入型テーマパーク「イマーシブフォート」だったのですが…
		ここはおっさん一人で入るにはあまりにも辛すぎたのでパスしました……あと入場料 6800 円はさすがにきつい……。
	

	

	
		どちらかというとこの隣にあったカートのサーキットのほうが気になったのですが、こっちはこっちで
		一見さんが入りにくい雰囲気が半端なかったので諦めました。
	

	
		
		
	

	
		さておきせっかく来たのに何もしないのも寂しいので、ひとまずユニコーンガンダムを眺めながら昼食でも。
		ちょうどこの日はガンダムの目の前で肉フェスとオクトーバーフェス (ビール関係のフェスらしい？) をやっていたので丁度いいと思いきや、
		値段が高い、高すぎる…
		ガッツリ食べようと思ったら札束が要るわ！という値段だったのでここも諦めました。
	

	

	
		「俺は飯が食いたいだけなんだ」とゴローちゃんのような台詞を吐きながらお台場をさまよっていたところ、
		フジテレビの反対側まで移動すると今度はラテンフェス的な何かをやっていたので、ここでようやく昼食にありつけました。
		画像はオレンジビアカクテルとキューバー名物？の鹿肉のサンドイッチ。
		サンドイッチの行列に並んでいる間にビールはすっかり気が抜けてしまったのですがこれはこれで！
	

		ひとまず腹ごしらえがすんだものの、お台場のような陽キャスポットでは私にはやる事がないので移動することにしました。
		お台場海浜公園から水上バスが出ていて、ここから隅田川を遡って浅草まで移動です。
		……と思いきや、水上バスも観光客でいっぱいで直近の便には乗れず、その次の便まで2時間半待ちすることに。
	

		確かにお台場からレインボーブリッジを潜って隅田川へ、そこからこち亀にも出てくる橋を通りながら両国、浅草へ進む水上バスは
		観光視点で見れば東京よくばりセットとしか言いようがないですからね…
		そりゃはとバスのコースにも組み込まれるわってなもんですよね。
	

	

	

	
		これは日が傾き始めてすごい逆光のレインボーブリッジ。
	
	
	

	
		これはこち亀の思い出回でよく出てくる勝鬨橋かちどきばし。
		大型船舶が通るときは中央部分が開いていたらしいのですが現在はもう動かないようです。
	
	
	

	
		スカイツリー、ビールを模したというアサヒビール本社の黄金ビル。黄金のうんこの
		浅草欲張りセットを記念撮影したところで今日の旅はおしまいです。
		地下鉄で蒲田に戻って明日の学園祭に備えます。
	
	

	2024年学園祭 (三日目・学園祭当日) (2024 年 5 月 4 日)

	

	
		学園祭当日です。蒲田のホテルに泊まったので朝はゆっくり支度しても大丈夫です。
		といっても一般参加なので特に準備するようなことはない……と思っていたのですが、学園祭の軍資金を用意したものの
		１万円札のままだったので当日朝に慌てて郵便局へ両替に行きました。
		ATMで「10千円」おろすと千円札で出てくるのは基本ですよね。
	

	

	
		ところで会場であるPIOに面している道路は第一京浜こと国道15号ですが、いつ見ても立派な道路ですね…高速道路かと思いましたよ。
		愛媛でこんな立派な道路見たこと無い！
		写真は土曜の朝なので空いていますが、多分平日の朝、夕方はこれだけ広い道でも車でいっぱいになるんだろうと思うとそんなたくさんの車が何処から何処へ行くのかと思いが駆け巡ります。
	

		それはともかく、会場には一般入場開始直前あたりについたところ、すでにPIOの外周にいくらか並んでいる人がいるようでした。
		今回会場を半分づつにしてくれたというショタフェスの方は並んでいないようでしたが、
		ショタフェスの方のパンフと思われる学習ノート風の冊子を持っている人はそこそこにいたのでどうやら混雑しないように入場開始時間自体をずらしてくれたようです。
	

	

	
		PIOの前に掲示されていたポスター。
		「学園祭」の名前で知らない人が来てしまわないよう注意書きが貼られていました。
	

	

	
		残念ながら撮影申請をしていないので入場後の写真はありません。
		今回も例によってお習字を書かせてもらった後は会場をぐるぐると回りながら本を買ったりコスプレを見たりしていました。
		当日のスレや多くの「」が書いていたレポで話題になっていたように、今回のコスプレでは
		インパクトありすぎな判事えもん、クオリティ高すぎなト…！、そして外見だけじゃなくしぐさの可愛さもレベル高すぎながおる＆いぬてぃのコンビが飛び抜けて印象に残りました。
	

	


	
		昨年は早目に会場を出て近くの七辻 (7本の道路が交差する交差点) を見に行っていたのでトークショーは見ていなかったのですが、今回はちゃんと見ました！
		コンピュータミュージックの歴史、特にFM音源と呼ばれる現在のような生音のサンプリングが使えない時代のサウンドについての解説で
		正直技術面はさっぱりわからなかったのですが、YM2203 (PC-9801のFM音源用チップ) だとか「FM3チャンネル＋SSG3チャンネル」のような
		かつてPC-98シリーズのカタログとかで見た覚えのある単語が出てきたのはすごく懐かしい気分になりました。
	

		N88-BA	SIC で MML (楽譜を表現するためのプログラム言語みたいなやつ) 書いて耳コピで拙いアニソン鳴らしてたのも遠い昔の思い出ですよ。
	

	

	

	
		その後、閉会後は恒例のスクワット大会、その後何組かのオフ会が企画されていたようですが
		私は友達がいないので速やかに撤収して観光へ向かいました。
		今回の目的地は世田谷の「長谷川町子記念館」です。
	

		その名の通りサザエさんの作者である長谷川町子先生が生前に収集されていた美術品を展示している「長谷川町子美術館」と、
		漫画家としての活動の記録を展示されている「長谷川町子記念館」の2つの施設が併設されています。
		海外旅行が趣味だったそうで、はじめて海外旅行に行ったのは昭和39年…すごくね？
		あと収集品の中にはピカソやルノワールといった聞き覚えのある名前もちょくちょくあってマジかよ！ってなりました。
	

	


	2024年学園祭 (四日目・スカイツリー) (2024 年 5 月 5 日)

	

	
		学園祭の翌日、せっかくの旅行なので観光をしようと一日滞在することにしました。
		この日はスカイツリーに登ってみようと思いたったのですが、そのちょっと手前で地下鉄を降りて
		「かっぱ橋道具街」に行くことにしました。
	

	

	
		画像はこの街のシンボルと呼んでも差し支えないであろう「ニイミのおじさん」

		行ってから随分と人が少ないな…と思ったんですが、どうも今年は GW 前半の 4 月の連休を稼ぎ時としたようで
		5 月の連休は多くのお店がお休みでした……。
		それでもいくらかのお店は営業していたので行ったは良いが見るものが無い！！という自体は避けられました。
	

	

	
		かっぱ橋は元々厨房機器のお店が集まった道具屋街で、一時期からレストランなどの食品サンプルを展示販売していることで有名になって
		観光客向けのお土産にしているので外国人観光客にも人気のスポットです。
		今はどうも包丁がブームのようで、なんか小綺麗な包丁専門店がいくつもあって英語表記の包丁のポスターが貼られていたりしました。
	

	
		
		
	

	
		外国人から見ると日本刀の神秘的な雰囲気に通じるものがあるのかも知れませんが、お土産にいくつも包丁を持って
		飛行機に乗って帰るというのはなかなか物騒な状況ですね…
	

	
		一通りウィンドウショッピングを済ませた後はいよいよスカイツリーに移動なのですが、
		浅草から東武線で一駅なのでまずは浅草まで徒歩で移動です。
		その途中、浅草寺の前辺りは流石に観光客が一杯で進むのにも苦労する状態でした。
	

	
		
		
	

	
		そしてやっと到着、さぁいざ展望台へ！と思ったらこのザマですよ。
		もちろん混雑状況を事前に確認して早めに来ないのが悪いのは言うまでもないのですがあまりにも予想以上の混雑でした。
		昼過ぎの時点で4時間待ちとは……。
		早めに来たから良かったものの、東京の夜景を見下ろしたい♡なんて考えて夕方に来ようものなら本日は入場できません状態ですよね。
		デートで来た方はご愁傷さまと言わざるを得ない。
		さておき、さすがにこれは待っていられないので撤退です。
	

	
		急にやることがなくなったのでソラマチをぶらぶらしようかと思ったところ、何やら台湾のイベントをやっていて
		屋台飯的な出し物がたくさん出ていたのでごきげんな台湾メシいっちゃうか！？と思ったものの、
		ここもまたものすごい混雑で、人混みかと思ったらこれ全部入場待ちかよ！って状態でした。それはもうカメラも向けられないくらいに。
	

		そんなわけで入ることはできなかったのですが、帰宅後に立てたスレでここのイベントにいたという「」がレスをくれて、
		知らないうちに偶然すれ違ってた「」とスレでまた出会ったのは不思議な縁だと思いました。
	

	

	
		スカイツリーの下部にある大型商業施設「ソラマチ」は当然ながらほとんどがお土産や飲食店なんですが、
		上層階には普通に企業のオフィスなどが入っているフロアもあって、フロアマップを見ていると「郵政博物館」なる施設があるので行ってみることにしました。
	

		しかしあろうことかエレベーターが故障中とかでエスカレーターで延々上がることになったという……
		そしてその途中で何やら展示をやっているとの呼び声が。
		どうやら千葉工業大学のキャンパスが設置されているようで、学生が開発したという小惑星探査用ロボットや
		実際に収集した小惑星のサンプル、さらには隕鉄から抽出した鉄鋼を打って作った日本刀という厨二テイスト全開なアイテムまで展示されていました。
	

	
		
		
	

	
		そしてその脇に展示されていた特大インパクトな展示がこれ、「マクロスF」の実物大バルキリーです。
		これは単なる実物大模型ですが、将来的にはロボット技術の進歩によって実際に変形、飛行能力を実装したバルキリーの実現を目指すというプロジェクトだそうです。
		公式に協力しているので展示脇の柱には河森監督のサインも！
	

	

	
		バルキリーのインパクトが大きすぎてすっかり影が薄くなった郵政博物館ですが、さすがにゴールデンウィークに子供が訪れるには地味なのかあまり人がいませんでした…
		しかし300円で入れるのは嬉しい。
		中は日本の郵便の歴史や歴史的展示物、それに世界の切手の展示といった内容でした。ちなみに館内は撮影自由なのですが、切手の展示エリアだけは撮影禁止でした。
		おそらく郵便局以外の著作権が関わってくるからなのでしょうね。
	

	

	
		歴史的な展示物としては初期の郵便ポストや郵便配達用の荷車、江戸時代に各藩の役人が文書を届けるのに使った封書、
		珍しいところでは日露戦争中に戦場へ手紙を届ける野戦配達員が装備していたというサーベルなんかもありました。
	

		あとですね。映像展示として、郵便番号制度が開始された当時のテレビCMが上映されていたんですが、
		この時の広報用のチラシは長谷川町子先生が協力されていて、前日行った記念館にその時の原稿が展示されていたんですよね。
		内容的には新制度に懐疑的ないじわるばあさんにこの制度の必要性を説得するという内容で、
		あまりのナイスタイミングに昨日見たやつだ！って感動しました。
	

		こうしてスカイツリーこそ登れなかったものの何だかんだで堪能した後は、ちょっと時間に余裕があったので
		浅草からまた水上バスに乗ってみました。今度は比較的短い待ち時間で乗れましたよ。
	

	

	
		面白かったのは一昨日に乗ったときよりも満ち潮気味で川の潮位が上がっていたため、
		橋の下をくぐる時にしゃがむよう指示されたところですね。
		そういえばこち亀でこういうシーン見たことあるような気がしましたが、ほんとにしゃがむんだ！ってなって面白かったです。
		一昨日に乗ったときとは逆に隅田川を下って東京湾へ、レインボーブリッジからお台場に到着したら今日の旅はおしまい、
		ここからりんかい線に乗って帰ったのでした。
	

	

	

	
		そういえば羽田の第二ターミナルがずっと工事中だったのが完成して国際線の出発ゲートになっていました。
		飛行機の時間まで余裕があったので覗きに行ったのですが白い、ひたすら白い。
		画像は国際線出発ゲートのセキュリティですが、ガラス窓に浮かぶように表示された「SECURITY」の文字が
		未来的であると同時にディストピア風味を醸し出してなかなかイカしますな。
	


	北条鹿島 (2024 年 7 月 20 日)

	

	
		珍しく「夏のぼーなす」なるものが貰えたので、小銭を握りしめて豪遊してきました。
	

	

	

	
		まず行ってみたかったのが、北条バイパス (松山と北側の北条を結ぶ国道 196 号バイパス) 沿いにある、
		なんだかオシャレっぽいハンバーガーショップです。
		淡路島産の玉ねぎをふんだんに使ったというバーガーとサイドメニューを体験しに行ってきましたよ。
	

		淡路島バーガーとオニオンリングのセットです。甘くて大きいオニオンリングが素晴らしいですね。
		バーガーは玉ねぎだけじゃなくトマトもみずみずしいのが厚切りで挟まされていてナイス！
		なかなかに良い物使ってる (と思う) だけにお値段は流石にチェーン店並みとはいかない感じです。
		バーガーキングでもちょっとお高めに感じる貧しいきつねのお財布では常連客になるにはちょっと厳しい。
	

	
		美味しいハンバーガーを頂いた後は今治まで今治までドライブしてイオンモールで涼んでいました。
		今年に限らずここ数年の傾向なのですが、昼間の暑さが尋常ではなくクーラーをつけていないと命に関わるレベルになってきています。
		そこで FOX は「昼間はイオンモールに入り浸って自宅の冷房代を節約する」というライフハックを編み出したのですよ…！
	

		最近のエアコンは少電力になったとはいえど、年々上昇する夏の暑さを乗り切るために必要な出力は増すばかり、
		なおかつここ最近のご時世で電気代も上がる一方なので節約できるところは節約したほうが良いのです。
	

		ショッピングモールは何でもあって快適に時間を潰すには最適ですよね。
		服や雑貨…はさっぱりわからないのですが、本屋に行ったり百均で買えば何か役に立ちそうな、しかし具体的な使い道を思いつかない雑貨を眺めたり、
		一息つくにはフードコートや喫茶店もある、何なら映画館まであったりするのが驚きです。
		通路で不定期に開かれる物産展的な催しも楽しいですよね。
	

		首都圏には意味わからんほど広いイオンモールもあると聞くので、次の学園祭の時にでも見物に行ってみたいものです。
	

	
		涼しくて快適なイオンモールを後にして、松山市の北側、北条ほうじょうまで戻ってきました。
		ここには「北条鹿島」という離島があってそのうち行こうと思っていたまま何時までたっても行っていなかったので
		この機会に行ってみました。
		ちなみに、島へは渡し船を利用して渡ります。渡し船の乗り場には駐車場があるのでマイカーでも安心 (ただし、車は島に渡れません)、
		徒歩の場合も JR の駅からすぐ近くなので遠足や町内会のイベント的な催しで来る人も多いようです。
	

	

	
		渡し船は概ね 20 分おきで、5 分もせずに対岸まで渡ることが出来ます。屋根の上のシカがかわいい。
	

		この島はキャンプ場兼海水浴場があって、前述の通り離島とはいえ交通の便が良いので
		アウトドア感を満喫しつつも万一のときは即市街地まで戻れるというお手軽さから夏休みの人気スポットのようです。
		また島の名前の通り、以前は野生の鹿がいて山の中で遭遇することもあったようですが、今は事故防止とか樹木の保護、頭数管理等々の観点から
		島の入口にある保護施設で飼われているようです。
		ちなみにキャンプ場近くの売店でシカのえさが売られていて、シカにえさをあげることが出来ます。
	

		この辺りは割と最近の動きのようで、観光案内や地元 NPO などの資料を見る感じ全頭保護されてるとか
		山中で野生の鹿を見ることができるとか記述が一定しない感じなんですよね……そういえばいつだったかに柵が壊れてシカが脱走したという話もあったのですが
		あれもどうなったんだろうか……
	

	
		
		
	

	
		島の中心部は山になっていて頂上には展望台があるようなのでいざ、登山に挑んでみたのですが、残念ながら途中で力尽きました……
		麓の看板には展望台まで 100m と書いてあったんですが、どう見ても 100m どころじゃないんですけお！！
		地図上の直線距離で測ってない？？
	

		ともかく途中の休憩小屋まで登ったところで全身汗まみれ、夏の命綱である鶴瓶汁むぎちゃも尽きてしまったため
		諦めて下山することにしました。
	

	

	
		敗北感に打ちひしがれたきつねは本土に戻り、近くの温泉施設「シーパの湯」へ向かいました。
		ここは北条バイパスの出口に看板を出しているので以前から気にはなっていたのですが、
		わざわざ来るには微妙に中途半端な距離だったのでなかなか行く機会がありませんでした。
	

	

	
		施設としては家族で訪れで泊まりも可能な「家族風呂」と一般的なスーパー銭湯的な施設である「日帰り入浴」に分かれていて、
		私はもちろん後者です。
		お値段的には割とお手頃な感じ、以前から大晦日の風呂納め (?) に利用している松山駅前の「キスケの湯」とだいたい同じくらいです。
	

		ここの温泉は海の近くなせいか塩分を含む水のようで、なめてみると確かにちょっとしょっぱい感じ。
		具体的な効能は特に書かれていなかったように思いますが、一般的には塩分を含む温泉は代謝を活性化させるとか湯冷めしにくくなるとかだったような気がします。
	

		また、ここは露天風呂もあって北条鹿島と斎灘いつきなだを眺めながら爽やかな海風とともに温泉に浸かることも出来ます。
		…が、真夏の夕方に炎天下の蒸し暑い空気の中、夕日を浴びながらの温泉はさすがに暑い！暑すぎる！！
		露天風呂は秋から冬くらいが丁度いいような気がしますね……
	

		なんだかんだで一風呂浴びて、今日一日の疲れを洗い流してみると先程の鹿島登山で汗だくになりながら苦しい思いをして登ったのも
		いい思い出になるのが不思議なものです。
		他の FOX の日記にも旅行したら一日の終わりは温泉に入らなければならないと言っていたのがあった気がしますが、
		全く以て同意せざるを得ない。
	


	大三島から尾道旅行 (2024 年 8 月 10 日)

	

	
		三連休の初日、朝から快晴でとても暑かったので涼むためにフェリーに乗りに行きました。
		乗ったのは「大三島フェリー」、昨年夏にもいったしまなみ海道の大三島から広島県の忠海ただのうみに約 30 分で渡るフェリーです。
	

	

	

	
		まずは朝の爽やかな海を横目に国道 196 号を走り、今治からしまなみ海道に乗って大三島に降り立ちます。
		朝食を食べずに出発したので、ここで地元の農家の方が売っていたみかんジュースを朝ご飯代わりにいただきました。
	

		甘さ控えめでしっかり酸っぱく、氷を入れたばかりでまだ冷え切ってないみかんジュースが
		クーラーの効いた快適な部屋を飛び出して汗が吹き出した身体に沁み渡ります。
	

	

	
		道の駅から少し進むと今回フェリーに乗る盛さかり港です。
		ほぼ地元の人用の港のようで、切符売り場兼待合室があるだけのかんたんな港です。
		こういう小規模な港はフェリーの便数が極端に少ないことがよくあるのですがここは大体 1 時間おきに出港しています。
		忠海から JR に乗って三原、尾道方面への需要が結構あるのかもしれないですね。
	

		きっぷを買って待っていても他のお客さんが誰も来ないな……と思っていたら、
		船の時間の 5 分前くらいになると数台車がやってきたところを見るとやはり地元の人の利用が多いようです。
	

	

	

	
		今回乗る船は瀬戸内海で島を結ぶ航路によくある小型の船で車両甲板に隔壁のない、簡単な柵で囲っているだけのタイプです。
		なので船室はけっこう狭い。でも椅子の座席とカーペットの雑魚寝席はちゃんとあります。
		フェリーといえば雑魚寝席でゴロゴロしたいのですが、今回の乗船時間は 30 分ほどなので外で景色を見ながら過ごすことにしました。
		相変わらずの猛暑日ですが海の上だとさすがに風が涼しいです。
	

	

	
		このフェリーは途中、大久野島おおくのじまという無人島に寄港します。
		ここは戦争中に毒ガス工場があった無人島で、戦後に毒ガス関連の施設は資料館へ、さらに国民休暇村として
		キャンプ場は海水浴樹を設置したレジャー施設へと生まれ変わっています。
		このフェリーは午前の便だったのですが桟橋にけっこう人が待っているところを見ると、前日にキャンプで泊まった帰りの人たちなんでしょうか。
	

		この島はもう一つの特徴として、送電用としては日本一高い鉄塔があります。
		本州側の忠海からこの島を中継し、大三島へ送電するためのものなのですが、
		場所的に大型船舶が通過できる必要があるので 226m もの高さになったのだと。
		この写真の右寄りにある大きい鉄塔がそうだと思って写真を撮ったのですが、どうやら中央奥に小さく見えている方がその鉄塔のようです……。
	

	

	

	
		忠海港に到着しました。田舎の静かな港といった感じの盛とはうって代わってこちらは観光地ムード全開の華やかな様子です。
		先の大久野島は無人島に放たれたウサギが野生化して大量に繁殖している「ウサギの島」としても有名で、
		ここではそのウサギ推しで観光客を呼んでいるようです。
		駐車場の様子を見たところに寄ると、ウサギを見に行くと思われる観光チックな人と
		海水浴グッズに身を固めた地元の方らしき人が半々くらいでした。
	

	

	
		港の近くにはこのようなオシャレな施設があります。
		ここは「アヲハタジャムデッキ」という建物で、ジャム工場の見学や製造体験ができるようです。ちなみに完全予約制なので飛び入りで行ってもダメです。
	

		アヲハタといえば実家でよく食べてたブルーベリージャムがアヲハタだったのを覚えています。
		広島の会社だったんですね。
		みかんの缶詰とマーマレードから始まったそうですよ。
	

	

	

	

	
		港の売店でうさぎグッズをひとしきり眺めた後は移動しておのみち…してきました。
		正直なところ、尾道観光は対して興味なくて渡し船だけ乗ってみたいと思っていたのですが、いざ現地について見たら
		予想外に観光を堪能してしまいました。
	

		とりあえず駅前の立体駐車場に車を止めて徒歩で観光です。
		この日も連日の快晴で暑い日だったので一昨年くらいに買った麦わら帽子が大活躍でしたよ。
	

		駅のすぐ隣から商店街のアーケードが始まっていて至るところでエモい写真を撮ろうとスマホを構えている人がいました。
		どうも建物の隙間から見える坂道と、その間を走っていく列車がエモいらしいですよ？
		鎌倉の例の踏切 (スラムダンクの OP とかで写ってたとこ) みたいなものでしょうか。
	

		尾道についたのがちょうど昼過ぎだったのでお昼ご飯に尾道ラーメンを食べてきたのですが、そのすぐそばに
		ミニシアター的な映画館がありました。
	

		今どきはシネコン型の大型劇場でなければ生き残れないようなご時世になっていますが、
		それでも生き残れるということは何か特別な魅力があるのでしょうか。
		泊まりで来ていれば実際に映画を見てみようとなったのですが、残念ながら今回は日帰りなので断念です。
	

	

	

	
		尾道の観光スポットの一つ、千光寺山に登ってきました。
		ロープウェイ乗り場まではバスで行ったのですが、実際には大した距離ではないので
		この猛暑の中でなければ余裕で歩いていけると思いました。
	

		ちなみに、この写真の手前に生えているホースですが、ロープウェイのゴンドラにはエアコンがついていないので
		風が入らない停止時には窓の隙間からホースを突っ込んで外から冷風を流し込もうという仕組みです。なんと力技な……。
	

	

	
		ロープウェイから下を見下ろした写真を一つ。
		日記の画像では尾道水道を正面に見た角度を載せたので、こちらは違った角度で
		しまなみ海道の北端の橋である尾道大橋を正面にした画像を載せます。
	

		今どき航空写真や衛星写真が当たり前に見られる時代になりましたが、
		それでもこういう街のパノラマをリアルに見下ろすとテンションが上がります。
	

	

	
		上りはロープウェイでしたが、下りは歩いて降りてきました。
		尾道は坂道の街として有名ですが、坂道は細く曲がりくねっていて迷路のようです。
		以前行った小豆島の「迷路のまち」は複雑に曲がりくねった道になっている正確な理由は解っていないようでしたが、
		こちらはおそらく斜面に少しでも家を建てられそうな場所を結んだ結果かろうじて通れればヨシ！的な強引な町並みになったのではないかと思います……。
	

		さておき、古風な町並みと市街地の喧騒から開放された静かな空気、そして遠くに見える尾道水道と向島の鮮やかな色合いは
		それだけで絵になる風景です。
	

	

	

	
		坂道を降りきって尾道駅前まで戻ってきたところ、ちょうどフェリーの時間が近づいていたので乗ってきました。
		尾道港から尾道水道を東へ進み、向島、百島を経由して常石港へ向かうフェリーです。
		やたらと派手なデザインは百島の現代アート施設？「ARTBASE 百島」とのコラボのようです。
		ちなみに外装はド派手ですが中は普通でした。
	

	
		
		
	

	
		観光案内では尾道水道の渡し船で向かい側の向島へ渡るのはよく載っているのですが、
		このフェリーで尾道水道から町並みを眺めるというケースはあまり案内されていないように思います。
		というのも便数があまり無いのと、折り返してくるにも時間がかかりすぎて他の観光ができなくなってしまうからなんですね。
		あと、フェリーなので片道は船で移動して帰りは車で陸路を戻ってくれば……とも考えたのですが、困ったことに尾道港からは車両を載せられないので
		尾道水道観光を楽しめないというね。
	

		さっき街を見下ろした展望台を今度は海から見上げるというのはなかなか面白い体験だと思うので、
		泊まりで旅をするのであればぜひこのフェリーにも乗ってみてほしいです。
	

	

	
		下から見上げる大迫力の尾道大橋。
	

	

	
		尾道造船のドックで建造中、あるいは整備中の船たち。
		このあたりは本当に造船所が多いですね。貨物輸送ではまだまだ船が重宝されているので
		旅客輸送でももっと人々が魅力に気づいてくれれば……！
	

	

	

	
		向島の東端にあたる歌港に到着。ここで船を降りました。
		ちなみに、この港からは対岸の戸崎港に渡る渡し船が出ているのですが今回は乗りませんでした。
	

		この歌港、工事中のせいなのか待合室的な建物が一切ありませんでした。
		写真に写っているプレハブは工事事務所なので入ることはできず、待合室らしきベンチはなぜか野晒になっていました。
		帰りもフェリーに乗るには数時間待ち、徒歩で渡船乗り場まで歩くには炎天下を約 5km、
		どうする…！？ と悩んだ結果、ここからタクシーに来てもらうことにしました。持っててよかったスマートフォン。
	

	
		
		
	

	
		涼しいタクシーで快適に移動して渡船乗り場に着きました。
		ちなみにこの乗り場は地図上では「富浜」と記載されているのですが、タクシーの運転手さんには通じませんでした……
		地元の方、あるいはある程度年配の方の場合は「小浦」と呼ばれているようです。
	

		現在運行されている 3 つの渡船のうち、この路線だけは徒歩、自転車、原付のみで四輪を載せることができません。
		というか湾？川？の奥まったところに乗り場があるので、船自体が他路線より若干小さい気がしますね。
		船に乗ったら係の人に 100 円払い、尾道水道を横断して駅前に到着して今日の旅は終わりを迎えました。
	


	江波山気象館 (2024 年 9 月 14 日)

	

	
		またフェリーに乗って広島にお出かけしてきました。
		いつもは広島に行くと広島駅前のビックカメラか紙屋町 (広島市内の繁華街) でパソコンを眺めたりするしかしてないのですが
		今日は普段行かない方向に行ってみようと思い立ちました。
	

		今日行ったのは画像の地図で赤丸で示した江波えば方面。
		地図で見ると川に挟まれた島のような地形になっていて、JR横川駅から南進した先端には三菱重工の工場があります。
	

	

	

	
		広島への移動はいつもの超格好いいシーパセオ、今日は広島でなにかの大会でもあるのか、学生の団体と乗り合わせてしまったので
		大変混んでいて往生しました。三連休初日なので学生がいなくても混んでいただろうという気はしますが……。
	

		そんなわけで、騒々しい船室内から屋上の展望デッキで潮風を楽しむことにしました。
		画像はフェリーを追い越してゆくスーパージェット。
		そういえば昨年に学園祭に行くべく九州旅行した時はこのスーパージェットからフェリーを追い越す光景を見ていたのでした。
	

	
		
		
	

	
		松山〜広島航路の名物イベント？徐行して「音戸の瀬戸」を通過します。
		今日のように快晴の日に真っ赤な橋を見上げると青空に映えてとても美しく見えます。
	

		音戸の瀬戸は水路の幅が約 70m、しかも一方通行ではないのでギリギリまで岸に寄らなければなりません。
		航行中に陸地がこんな近くに見えるのはなかなかの見ものだと思います。
	

	

	

	
		広島港についたらここからは路面電車で移動です。
		広島の路面電車は「グリーンムーバー」と呼ばれている大型の連接車両が走っているのと同時に、
		昭和の時代から使われている車両も現役で活躍しています。
	

		画像は昭和53年に廃止された京都市電から移籍した車両ですが、
		現在は「あらしやま」「ぎおん」のように個別の愛称がつけられています。
	

	

	

	
		江波に移動するにあたって、途中でちょっと寄り道しました。
		この網野町あみのちょう駅から数駅の区間は線路が狭い道を通っていて、
		この駅のある場所は特に狭くて一段高くなったホームを作ると自動車が通れなくなるために
		このように道路にペイントしただけの停留所になっています。
	

	

	
		さらには写真の手前側、広島駅方面には駅名標などの案内表示を設置するスペースもないため
		案内表示は奥側の宮島方面にのみ設置してあるという状態です。
		以前乗ったことのある京都の京福電鉄、山ノ内駅も狭い道路にギリギリの幅で安全地帯を設置したものでしたが、
		安全地帯を設置する幅も確保できないこちらのほうが強い (?) と言えましょう。
	

	

	

	
		若干の寄り道を経て江波駅に到着しました。
		終点の駅というのはただの行き止まりであっても何か特別な雰囲気を感じます。
	

	

	
		もっとも、この駅は行き止まりの先に車庫が設置されているのも特別感に一役買っているのかもしれません。
		ちなみに、写真中央に見える矢印は「トップバリュ江波店」の看板なのですが、
		右側でバスが入ろうとしているのはトップバリュではなく広島電鉄の営業所です。
		お店はさらに右の枠外にあります。
	

	
		
		
	

	
		駅前に掲示されていたこの地域の観光案内ではなぜか FOX が推されていました。
		どうもこの地域の昔話の「おさん狐」というのがベースになっているようです。
		駅前には Loooooong な FOX の像も設置されています。
	

	

	
		観光案内版の中に点在している FOX は手の部分だけ雑にコピペしたのかと思いきや、
		ちゃんと全体を書き直していることに驚き。
	

	

	
		
		
	

	
		ここからは歩いて気象館を目指します。
		駅から目の前の道沿いに南下してトンネルを抜けたところから住宅街に入って……と
		うろ覚えで歩きながら案内の看板を見つけてその通りに曲がってみると2枚めの画像です。
		それっぽい道が無いんだが！？
	

		ちなみに正解は中央奥のプリウスが停まっている右側、茶色い壁の家の脇に小っさい階段があってそこを登ります。
		元々来客を想定した施設ではないとは言えなんでこんな城を守る城下町みたいなことに……
	

	

	

	
		汗だくになりながら階段を登って到着しました「江波山気象館」。

		昭和 9 年に気象台として建設され、原爆投下による被害にも耐えて昭和 62 年まで稼働していたそうです。
		現在は気象観測に関する機材の展示や、子供向けに気象に関するアトラクションを展示しています。
	

	

	
		先の写真で左側に写っていたのは平成10年に増築された新館です。
		内部の廊下はつながっていて、途中から建物の雰囲気が変わっているのがわかります。
	

	

	

	
		展示物は気象観測に使用されている機材の紹介などの他、
		台風などの突風を体験する実験室や雲が渦を巻いて台風になる様子を観察する装置、
		「フランクリンの実験室」と称された雷の発生装置といった子供向けの体験施設もあります。
	

		これらにに比べれば地味ではありますが、貴重な資料として展示されているのがこの写真の資料で、
		原爆投下直後の降下物や風向き、爆発直後から降り始めた豪雨、いわゆる「黒い雨」の降水時間やその範囲に関する観測記録が残されています。
		原爆により廃墟となった状況でもこれだけ広範囲な観測を続けられたことには頭が下がります。
	

	

	

	
		気象館を後にして、路面電車で横川まで移動してから JR で広島まで戻りました。
		そういえばお昼ご飯を食べていなかったので構内のモスバーガーで食べたのですが、
		せっかくだから駅ビル内のお店に入ってみれば良かったなと今更思ったり。
	

	

	
		さて、広島駅へ戻ってからちょっと足を伸ばして、お菓子の大人買いなどしてみることにしました。
		以前にも何度か行ったことがあるお店なのですが、個人客でも購入可な問屋さんで
		倉庫をそのまま開けっ広げて店舗にしているので冷房なんて気の利いたもんは無い、今どきハードコアなお店です。
	

		チョコレート菓子のコーナーだけは扇風機で風を送っていた…のですが、それだと熱風を浴びせ続ける事になって余計溶けるんじゃないかな！？！？
	

	

	
		そしてその後は広島駅前のビックカメラや紙屋町のエディオン、じゃんぱらなどでパソコンの物色です。
		といっても今どきのパソコンとかさっぱりわからないのに理解者してるだけで眺めてるだけなんですが……
	

		と思ったところでLEGION GOアールオージー エィラァイ… の中古を発見し、なんか勢いで衝動買いしてしまいました。
		取り回しのいい Windows タブレットがほしいと思っていたところですが Microsoft Surface GO が日本市場から撤退してしまい
		中華メーカーの胡散臭いやつくらいしか選択肢がないところにゲーミングに耐えうる性能の 8 インチタブレット、
		しかもほぼ未使用の中古で 9 万！とくればもう飛びつくしかないでしょう。
	

		実は Surface Go 2 LTE Advenced (SIM を挿して直接ネットに繋がるやつ) も 3 万で売っていてこちらもものすごく気になったのですが、
		ストレージ 128GB が今となっては微妙すぎるのと、CPU がさすがに時代遅れなのでぐっとこらえてスルーしました。
	

	

	
		このタブレットを買ったことで、今まで旅行や出張の時に長年お供してくれていた VAIO くん (ソニーから出た最終モデル) と
		お別れすることになりました。
		モバイル環境が一気に原稿世代に交代して喜ばしい反面、
		長いこと一緒に頑張ってきてくれたマシンとお別れするのは寂しくもあります。
	

		世代交代の早すぎる PC の世界で一つのものを大事に使い続けるのが間違っているというのは解ってるんですけどね……
	


	JR松山駅新駅舎開業 (2024 年 9 月 29 日)

	

	
		2024 年 9 月 29 日に JR 松山駅の新駅舎が開業しました。
		その前日の営業終了後には旧駅舎の消灯式が行われたので見物に行ってきました。
	

		そんなわけで旧駅舎最終日の夜にやってきたわけですが、既にかなりの人が集まっていました。
		また、この日で閉店が決まっていたテナントの電源工事をしているのか、何やら作業をしていました。
	

		「消灯式」とはいうものの、終電出発と共にすべての照明を落として今までありがとうございました！
		……というドラマチックなものではなく、駅名をライトアップしているところを10分くらい消灯しただけでした。
		まあ営業終了後に改札の撤去、新駅舎への仮設通路の設置、ホームを閉鎖するためのフェンスの設置などなど
		夜の間にやるべきことが満載ですし、やむなしですね。
	

	

	
		70 年営業した駅舎の最終日という歴史的なイベントなだけあって色んな人がいましたよ。
		まずは鉄道系ユーチューバー。何やら収録していたのか、スマホ片手に一人でナレーションしながら駅舎に消えていきました。
		言っちゃなんですが、虚空に一人で何やら語りながらスマホを構える様子はかなりあんまりなものがありますね。
	

		駅前には飲み屋があるんですが、テラス席を出して店の前で飲み会が盛り上がってました。
		名目的には最終日の記念飲み会なのかもしれませんが、消灯とかお構いなしに飲みまくってたので特に駅に興味なさそうだなと思いました。
	

		あと、車で来たはいいけど駅前の駐車場に停められなくて途方に暮れてる人もたくさんいました。
		タクシーの待機スペース以外はマスコミ向けの撮影許可場所として空けられていたためなんですが、
		どちらにせよこんなイベントの当日に駐車場が空いてるわけがないので無謀と言わざるを得ないですね。
	

	

	

	
		ところで、今でこそお出かけする時はもっぱらマイカー、遠出の時はフェリーなり飛行機だったりする私ですが
		鉄道の思い出も無くは無いんですよね。
	

		この画像は京都〜松山間を走っていた臨時の夜行快速「ムーンライト松山」、画像のタイムスタンプによると 2002 年 3 月のようです。
		18 きっぷで旅行を試みた時にこれにのって京都と往復しました。
		ちなみに車内で日付が変わるので、18 きっぷの残り日数は乗車した日 + 翌日の最低 2 日分が必要でした。
	

		で、このムーンライト松山ですが、対してリクライングもしない普通の椅子で周りは自分と似たような貧乏旅行客で混んでいて横になることも出来ない、
		おまけに発進が雑で騒音と振動がものすごかったのも覚えています。
	

		昔は若かったので夜行列車や夜行バスでほとんど眠れない状態でも翌日普通に観光できたものでしたが、
		今となってはフェリーでゆっくり眠れてないと無理になってしまった……。
	

	

	

	
		そして翌日、開業初日の駅も見に行ってみました。
		気合の入ってる鉄道ファンは松山駅始発の列車に乗ったのだろうと思いますし、実際一番列車の発車時にセレモニーがあったようですが
		私は普通に昼前くらいに見に行きました。
	

		新駅舎の大きな改良点として、元々駅の西側にあった車庫を移転したことで空いた敷地を再開発するというところもあり
		高架化もあわせて東西両方から駅に入れるようになったという点があります。
		ちなみに東側の旧駅舎は即取り壊すわけではなく、当面は元の改札から線路をまたぐ仮設通路を通って新駅舎に入ることになります。
	

	

	
		その西側では開業記念にお神輿まで担ぎ出して文字通りのお祭り騒ぎになっていました。
		というか、元々 10 月第 1 日曜には松山市全域で「地方祭」というお祭りになるのですが、この地域は開業セレモニーに合わせて一週前倒しで開催したようです。
	

	

	
		旧駅舎の営業終了に伴って券売機や改札、みどりの窓口はもちろんのこと
		入口横のセブンイレブン兼売店や喫茶店、カレー店、そして改札脇のいい感じのうどん屋さんなどのテナントもシャッターが降りていて
		ちょっと寂しい雰囲気になっていました。
		うどん屋さんは特別美味しいというわけではないのですが、駅前の雑多な雰囲気の中で熱々の麺を慌ただしくすするというその状況が
		絶品の調味料になって美味しく感じさせてくれるという場所だったので、時代の流れで来る時が来たとは言え寂しさを感じます。
	

	

	
		さて、新駅舎は先に述べた通り高架駅となっていて、1階にはショッピングスペース、中2階コンコースには待合室という構造になっています。
		ショッピングスペースは入場待ちの列が出来ていたのでスルーして切符を買ってコンコースに上がってみると……謎のマスコットが写真撮影されていました。
		一体何なのかと思いきや、JR 四国のチケットアプリ「しこくスマートえきちゃん」のマスコットキャラなのだそうで。
		そういえば松山駅の自動改札機は QR コードの読み取り機がついていて、このアプリで購入したきっぷを直接 QR で読ませて改札を通れるらしいですよ！
		知らんけど！！
	

	

	
		コンコース脇には待合室があります。
		待合室には台湾の松山ソンシャンとの交流ギャラリーなるものがありまして、
		台湾の PR をしつつ萌え有効協定書が展示されていたりしました。
		その他、愛媛県のお土産が買える自販機があったりしてなかなか楽しげな雰囲気ではあるのですが、
		見栄え重視なせいで肝心の待合スペースが狭くなってるのはちょっとどうなんだと思いましたよ。
	

	

	
		ホームへ上がると島式のホームが 2 組、4 本のホームがあるオーソドックスな高架駅の構造になっていました。
		と思いきや、一般的にこの構造のホームでは 2 つの島が上り方面と下り方面に分かれる構造が多いのですが、
		松山駅の場合は一方が特急用ホーム、もう一方が各駅停車用ホームという構造になっています。
		これはおそらく旧駅のホーム配置、
		改札前の 1 番線に岡山・高松方面と宇和島方面の両方から来た特急が縦列駐車のように
		向かい合って停車するという変則的な運用をされていたのを踏襲していて、
		一方の特急から降りたお客さんが同一ホームでもう一方の特急に乗り継ぎやすいようにこうなっているようです。
	

		まぁ私は特急にはあまり縁がないので各駅停車用ホームでのんびり待っていたのですが、
		一本を写真撮って見送ると次の列車まで 1 時間待ち…つらい……
	

	

	
		駅はぴかぴかの新品ですがやってくる列車は今まで通りです。
		予讃線の旧線方面へ行くキハいいよね。気動車のエンジン音とガス臭さがローカル線って感じです。
	

	

	
		ちなみにこの日の私は入場券で入ったわけではなく、このまま今治方面行の各駅停車に乗って
		花火大会でおなじみの三津浜は通過、貨物コンテナを再利用した駅舎で有名な堀江まで行ってそこからバスで帰ってきました。
	


	東京旅行 (2024 年 10 月 26 日)

	

	
		特に連休でもない中途半端な時期ですが、二泊三日で東京に旅行に行ってきた話です。
		メインの目的は音楽系の同人イベント「M3」に行くためだったのですが、飛行機が若干遅れたこともあって東京着の時間が微妙なことに、
		なおかつ天気があまり良くないのであまり遠出で観光はできないのでした。
	

	

	
		そんなわけで空港から電車で一本の品川駅前にある水族館に行ってみることにしました。
		プリンスホテルの奥にあるということはわかっていたのですが、具体的な道順は確認していなかったので
		どういうわけかボーリング場に！案内に従ってエレベーターに乗ったら今度は何故か映画館に！
		といった迷走を繰り返してなんとかたどり着きました。
	

	

	
		作りとしては入口近くは水族館というよりはアクアリウムをテーマとしたアトラクション施設、
		GWにいった銀座のアートアクアリウムに使い感じに感じました。
		そして中間地点に当たるイルカのショー施設「スタジアム」を境に正統派の水族館になるといった感じです。
	

	

	
		前半ではそれぞれのエリアごとにテーマに沿った演出が施されていました。
		ここはプロジェクションマッピングで紅葉と枯山水を表現したエリア。
	

	

	
		ここは満月をテーマにしたクラゲのエリア。
		写真では隠れてしまっていますが、中央に満月をかたどった水槽があってそこにたくさんのクラゲ達が浮かんでいました。
	

	

	
		そして途中にはこのようなアトラクションが唐突に配置されているという……。
		この海賊船、遊園地でよくある船がゴンドラになってて左右に揺れるやつなんですがなぜわざわざ室内で……。
	

	

	

	
		スタジアムでのイルカショー、内容としては司会のお兄さんの合図に合わせてイルカ達が飛んだり跳ねたりするというまあ昔からのスタンダードな内容なのですが、正直侮ってました。
		イルカ達が一斉にジャンプして再び水中に飛び込むというただそれだけでも躍動感、重量感がすごい、
		そして飛び散る水飛沫と水音の迫力もまたたまらない……。
	

		正直なところ、時間つぶしに毎度アキバに行くのは芸がないなーくらいの意識で行ったのですが、
		予想以上に堪能してしまいました。おそるべしアクアリウム。
	

	

	

	
		ところで、今回は蒲田のアパホテルを宿にしたのですが、ハロウィンということで宿泊者にお菓子を配布していました。
		していたのですが、うまい棒のアパ社長味……
	

	

	

	
		二日目は本番の M3 です。正直日記として書くことは特に無いのでバッサリ省略しています。
		しかしカタログの印刷代もバカにならないというのはわかるのですが、昨年から値上げで装丁はサークルカットをがっつりカット、
		サークル名一覧のみというのはどうなんだろうなあと思います……。
	

		M3 はいつも昼過ぎくらいには撤収するので、午後は盛大に時間が余りました。
		しかし今回の旅行中はずっと天気が悪かったため屋外の観光は避けたかったので、ならばと「イオンレイクタウン」に行ってみることにしました。
	

		ここは 3 棟のイオンモールで構成された最大級のイオンモールで、なおかつ旅行の少し前に「」が日記で書いていた
		ハワイアンなファーストフード店「クア・アイナ」が出店しているのでこれはいい機会じゃないかとなったわけです。
		しかし京浜東北線で埼玉方面へ向かい、武蔵野線乗り換えとなるとついうっかり浦和のロヂャースにいってしまいそうになる自分がいる…！
	

	

	

	
		さて、レイクタウンに到着したわけですが噂通りとんでもなく広い！
		まずスターバックスがモール内に複数店舗あるというのは有名ですが、スタバに限らず喫茶店何件あるんだよって勢いで至るところにあるし、
		そもそも飲食店だけでコンプするのにどれだけかかるんだって店舗数、
		ファッション関係はよくわからんので置いておいて、カルディのパチモンみたいな輸入食品店とカルディそのものが並んであったり、
		今時珍しい鉄道模型の専門店、なんならイオンスタイル (通常のイオンに相当する食料品売り場) すら無茶苦茶でかい！冷凍食品だけでも専門店扱いになってる！
		といった具合にあらゆる要素で大興奮な規模でした。
	

		衝撃だったのはモール内にトヨタのショールームがあったことですね。リニューアル中とかで工事中ではありましたが。
		モール内の自動車ディーラーという点では愛媛県内でもエミフル MASAKI にマツダが、イオンモール新居浜にスズキのディーラーがはいっていますが、
		モールの通路内に普通に車が展示してあるのはなかなか見ない光景でした。
		ちょうどこの日記の当時放送中の「MFゴースト」の主人公機である GR86 も展示されていたりして大興奮ですよ。
	

	

	

	
		最終日もあいにく曇り空でいつ降り出すかわからない天気だったので、屋外の観光は避けて東京タワーに登ってみることにしました。
		ベタベタな観光地ではあるものの意外と行ったことがない東京タワー、この日は「シュタインズ・ゲート」「物語シリーズ」とのコラボ的な何かをやっていたようです。
	

		受付でチケットを買ったら、まずは東京タワー建設中の資料を軽く眺めた後にエレベーターに乗って地上 150m の展望台に上がります。
		ちなみにエレベーターを使わず、タワー外部から階段で上がるルートもあるようです。またいつか天気のいい日に再挑戦したいものです。
	

	

	
		展望台から眺める東京の風景です。
		残念ながら今となっては周りに高層ビルが建ちすぎて 150m では大した風景は見えなくなってしまっています。
		だからこそスカイツリー建設の必要が出てきたわけですが…。
	

		現在では Google Maps を使えば誰でも無料で、かつ手軽に航空写真や 3D 化された街の風景を自在に見ることができますが、
		それでも高層ビルや展望台、飛行機からの長めのようにリアルな街の風景を見下ろすと感動するものがあります。
	

	

	
		これはいい記念メダル販売機。隣の機械で文字を刻印することができます。
		この手のものは昭和のまま時間が止まっているかと思いきや、刻印機はタッチパネル化されていて
		地味に平成ナイズ (令和ナイズかも?) されているものだと感心しました。
		そして意外なことに、このメダル販売機が意外と人気で結構な行列になっていました。
		GAIJIN 観光客が物珍しさで買うだけではなく普通に日本人観光客も買っていたのはちょっと驚きです。
	

	

	
		展望台は 2 階建てになっていて、エレベーターで上がるとまず 2 階、そこから階段で 1 階に降ります。
		1 階は喫茶スペースが主なのですが、その片隅にこのようなガラス張りのスペースが設置されていて、
		ここから真下を見下ろすことができます。
		(おそらく) ちょっとやそっとで割れるようなものではないと解ってはいるのですが、それでもこの上に乗る勇気はちょっとなかったですね……。
	

	

	
		ひとしきり展望台を楽しんだら再びエレベーターに乗って地上階まで降りてきます。
		さらに地上 250m の特別展望台に上がる「トップデッキツアー」なるものもあるようなのですが、予約制のようなので今回は諦めました。
	

	

	
		お土産屋さんを散策している時につい勢いで買ってしまったのがこの「赤富士サイダー」
		東京タワー関係ねえ！どころか東京ですらねえ！というアバウトぶりですが、よく冷えたブドウ味のサイダーで美味しかったです。
		というかここのお土産屋さん、畑田本舗 (愛媛県) のどら焼き「どら一」も普通に売ってたし…ついに本州すら飛び出してるよ……
	

	

	

	
		これは途中で見かけたいい萌えデジタル内線。
		見かけた時は内線をクラウドってなんやねんと思ったのですが、1つのビル内だけならともかく IP 電話を複数の拠点間で繋ごうと思ったら
		下手に PBX とか置くより交換機能をクラウド化するのもアリなのかもなぁと思いました。
	


	愛媛おいも万博 (2024 年 12 月 07 日)

	

	
		偶然通りがかったイベントに立ち寄っただけなので特に写真は撮っていないのですが、
		松山城下の城山公園で開催されていた「愛媛おいも万博」に行ってみました。
	

		文字通り全国からおいものお店 16 店が集まったイベントです。
		会場が小さいので約 70 分毎の入れ替え制をとっていたので、会場に来たタイミング次第では
		あまり堪能できないまま入れ替えになってしまう可能性があったのはちょっと残念なところではあります。
		松山市駅のすぐ近くなので、そちらで時間を潰せばいいという話ではありますが。
	

	

	
		さつまいもを使ったスイーツという点ですでに想像ついているかとは思いますが、
		一品一品がかなりお腹にたまるものなので、一人で行った場合にはあまり種類をたくさん食べることが出来ません。
		一部はテイクアウト可能な包装をしてくれてるところもあるのですが、その場でいただく前提のはどうにもならず、
		やはりこういうのは多人数で連れ立ってシェアしながらいただくのが良いかと思います。
	

		残念なことに私は一人で行ったので、画像の 3 品でいっぱいいっぱいでした。
		一品目のクレープの隣あたりにあったお芋みたらしモンブランはテイクアウト可能だったので、
		最後に買って帰ればと思っていたのですが残念な事に時間切れになってしまいました……。
	

	

	
		一品目のスイートポテトのクレープは文字通り中の具がスイートポテトのクレープ。
		特筆すべきは具だけではなく皮もバターの風味たっぷりで美味しかったということです。
	

		お店曰く、クレープの生地というものは中身のフルーツやクリームで誤魔化して適当なものになりがちなので
		そこにも力を入れて作りたかったのだと。
		確かに端っこの皮だけの部分を最後まで美味しくいただけました！
	

	

	
		二品目はちょうどお昼時になったので昼ご飯向けのがいいなということでカレーパンです。
		ここは山形県から出品のお店で他に「さつまいもの芋煮」なるものもあったのですが、ここは初志貫徹でカレーパンにしました。
		結構なボリュームの辛口カレーがたっぷり入っていて、カレーの中にサツマイモが入っているのですが、
		これは正直なところあまり合わないなと思いました……。
	

		サツマイモの甘さをほのかに感じるのですが、カレーの辛さが邪魔して甘さを楽しめず、
		別にサツマイモいらないな…という見も蓋もない感想が出てきてしまいました。
	

	

	
		最後は焼き芋フライドポテトです。
		字面的には珍しげに見えますが、大学芋に飴を絡めず、かわりにフレーバーの粉をかけたものとイメージしてもらえば良いかと思います。
		フレーバーは定番のはちみつバター、のり塩、そしてガーリックコンソメ。
		サツマイモに合いそうなのが 1 つしか無いのはどうなってんの!?と思わなくもないですがそれはそれ。
	

		甘いサツマイモのフライにコンソメの塩気、ガーリックの匂いとパンチが利いて斬新な美味しさです。
		店頭のメニューに「口臭なんか気にするな」と書かれていた通り、口がにんにく臭くなったのは気にしないことにします!
	

	

	
		私が入場した第 2 部は残念なことにちょっと曇っていて肌寒かったのですが、第3部の頃には晴れてもう少し寒さがマシになっていた感じでした。
		おいもは寒いときでも体があたたまるし、イートインスペースとしてテントが用意されてはいたので万一雨が降っても問題はなかったのですが、
		屋外のイベントはやはり晴天の下のほうが気分がいいのでタイミング外したなーと思ったり思わなかったり。
	


	松山小倉フェリー乗り納め (2025 年 02 月 22 日)

	

	
		絵日記を初めて書いてスレを立てた時に乗ったフェリーが松山小倉フェリーの小倉行の便でした。
		それから 4 年後の 2025 年 6 月末にこのフェリーの廃止が決定してしまったので、乗り納めにと
		今度は小倉から松山行の便に乗ってきました。
	

		ちなみに、このフェリーは二等席として雑魚寝の大部屋と二段ベットの相部屋、
		一等席の個室、そして特等席としてスイートルーム的な部屋があって今回は一等席を予約しようと思ったのですが
		残念ながら取れませんでした……。
		当日に港で空席状況を確認できる (空いていれば上等の部屋に変更することもできる) のでワンチャン当日いけるか !?
		と期待していたのですがばっちり特等、一等とも埋まっていました。
	

		今のフェリーはお金のない若者は高速バスを選ぶ傾向にあり、
		フェリーはお金と暇のある年寄りが上等な席から順に予約していく傾向にあるという話はこの船にも当てはまっているようです。
	

	

	
		フェリーの出航は夜なので、それまでは関門海峡周辺の観光を楽しむことにしました。
		このあたりは二年前、学園祭のためにフェリーで上京した際にも観光したところで、その時の心残りを解消するリベンジの旅となったのが今回です。
	

	

	
		まずは愛媛からフェリーで広島へ、そして新幹線で下関まで移動です。
		画像は今絶賛建設中の広島駅の新駅ビル。ずっと工事中ですが、だいぶん建物の形が見えてきましたね。
	

		この日、というかこの月は全国的に強力な寒波に覆われていてあちこちで雪や凍結による混乱が生じていました。
		この日の中四国も例外ではなく、昼頃に広島付近は雪が降り始め、新幹線で西に移動するにつれて吹雪が酷くなっていくという有様で
		今日の旅行大丈夫かと心配していましたが、現地ではそれほど強い雪にはならなくて良かったです。
	

	

	
		
		
	

	
		まず訪れたのがこの「下関漁港閘門こうもん」です。
		前回訪れた時はちょうど故障中で閉じた状態だったのですが、今回はちゃんと稼働していました！
		しかし下関駅に着いたのは次の作動時間の 15 分前、駅から閘門までは約 2km！
		ギリ間に合うことに賭けて寒い中ダッシュして来ました。
		まあ実際間に合ったわけですが、というかホームページで公開されている作動開始時間 (通行可能時間の終了時刻) から
		実際動き出すまで結構な間があったので、実はそんなに一生懸命走る必要はなかったというオチなのですが。
	

		さておき、やはりこういう巨大ギミックが実際に動いているところを見るのは感動するものがあります。
		道路がいきなり途切れているという異物感もたまらないですよね。
		前に見に行った高知県の手結てい港可動橋は住宅地間際なためかほとんど動作音が聞こえなかったのですが、
		こちらは工場地帯なせいか割と遠慮なくサイレン鳴らして大きい音で作動していました。
	

	
		
		
	

	
		ちなみに、道路がせり上がって車両通行不可になる時間帯は遮断器が降りているのですが、
		その両側の信号でもこのように通行不可であることを示す表示が行われます。
	

	

	

	
		次にやってきたのは唐戸市場。下関と対岸の門司港を結ぶ渡船が発着する「カモンワーフ」の隣りにある魚市場です。
		前回は渡船目的だったのでスルーしていたのですが、今回はこちらを見に来ました……のですが、
		市場なだけに基本的には営業時間は午前中、観光客向けの飲食店ですら昼過ぎまでなので
		ほぼ夕方に訪れた今回はほとんど閉店状態で人気がありませんでした。
	

	

	
		市場内の寿司屋にかかっていた看板。
		いまどきは何処に行っても萌えがあふれていていいことです (いいのか?)
	

	

	
		せっかく来たのに何もせずに帰るのは悔しいので、カモンワーフのお店で食べてきたいいふぐたたき丼。
		ふぐはうまあじと歯応えがしっかりしていると聞きましたが、確かにその通り、白身の魚でどちらかというと薄味なのに
		魚食ってる！というしっかりした満足感を得られる旨さと食感でした。
		そして一緒に乗っているフグの皮の湯引きもコリコリしていてこれまた美味い！
	

		あと、やけに押しの強いオバチャンが売ってたフグ皮のキムチを買って帰ってきたのですが、
		これまた白飯によく合っていて美味い！
		フェリーは今回で乗り納めですが、また機会を見て今度は市場の開いている時間に来たいところです。
	


	

	
		
		
	

	
		最後は渡船に乗って対岸の門司港駅へ、前回は外から眺めただけだった旧三等待合室を改装して作ったスターバックスです。
		奥に貼ってある歴代スタバのロゴは鉄道のヘッドマークの材料で作ったそうで、右下の年を示す数字も機関車の番号のやつですね。
		テーブルの足も廃レールを流用して作ったものらしいです。廃レールはホームの柱に使われてたりもするし、
		いろいろと使い勝手良いんですかね？
	

	
		
		
	

	
		駅舎 2 階には戦前に使われていた貴賓室と、お付きの人が待機するための次室があります。
		次室は資料展示されていて自由に入れますが、貴賓室は立入禁止なので頑張って手を伸ばして写真だけ撮りました。
	

	

	
		小倉駅まで帰るために乗った普通列車ですが、今時ゴミ箱のついてる車両は珍しいですね。
		乗車距離が長い路線のための対応なんでしょうか。
	

	

	
		床の模様は一見すると QR コードっぽいんですが、特に読めるようにはなっていないようです。
	


	

	

	
		そしてやってきました小倉港、日が沈もうとする空を背景にいい感じにライトアップされた年代物のフェリーです。
		1986 年進水で現行の夜行フェリーとしては最古参、今となっては時代遅れと言わざるを得ない船ですが
		いざ廃止が決まると寂しく思うのはオタクのわがままなところだと思います。
	

	

	
		乗船口はこんな感じ。一旦車両甲板に乗り込み、そこから客室に上がるようになっています。
	

	
		
		
	

	
		ここで嬉々として一等席の写真を撮りたかったのですが残念ながら前回と同じく二段ベットの相部屋です。
		この古めかしい二段ベッドも乗り納めと思うと逆にいい雰囲気に思えてきましたよ。
		ちなみに、リュックくらいの小さい荷物ならベッド内の足元に置いてしまっても足の邪魔にはならないくらいのスペースは確保できます。
		やや大きめの荷物は室内に棚があるのですが、スーツケースとなると部屋の奥にでも置いておくしか無いので、転がっていかないよう固定する方法を予め用意しておきましょう。
	

	

	
		ロビーの自販機コーナーは飲み物とアイスクリームがあります。
		フェリーの自販機の定番ともいえるカップラーメンは売店に売っています。
		ちなみに船内にレストランはないので夕食はカップラーメンを買うか、事前に陸のお店で買っておく必要があります。
		以前は軽食が食べられる食堂があったんですが、廃止されてしまったんですよね……。
	

		松山発だと近所にろくにお店がない (しかも港の売店はとっくに閉まってる) のですが、小倉発の場合は
		小倉駅ビルの土産物店や駅前の店舗がいくつか開いているのでなんとでもなります。
	

	

	
		売店は一応お菓子やカップラーメンにビール、定番のお土産品なんかは置いてあるものの
		棚の補充もロクにされておらずかなり寂しい状態になっています。
		そんな状態でもお遍路グッズに関してはしっかり補充されているのが四国らしいといえばらしいのですが。
	

	
		
		
	

	
		大部屋は上の階層にあります。このバリアフリーもクソもない急な階段いいよね…
	

	

	
		ちらりと覗いてみた大部屋の様子。大部屋といえば一列に毛布を並べて寝るものかと思っていたのですが、
		なんか床のど真ん中に未使用の寝具が置かれていたりよくわからない配置になってますね……。
		ちなみに大部屋には窓があるのですが夜行便の場合は常時カーテンを締めた状態なので景色は見えません。
		臨時ダイヤとかで昼行便になっている時は関門橋の下を通過するのを眺めたりできるのですが。
	

	

	

	
		一般的にフェリーのお風呂の写真は様々な事情から撮れないものですが丁度誰もいなかったのでこれ幸いにと撮ってみました。
		当時はちゃんとしたお風呂のあるフェリーは先進的だったのでしょうが、さすがに最近建造された現行世代の大浴場と比べれば見劣りします。
	

		逆に考えれば、この時代から 20 年くらいで陸のホテルと見劣りしないレベルの大浴場を搭載できるほどに大型化、進化したと言えるので
		日本の造船産業まだまだ捨てたもんじゃねえな！と思いました。
	

	

	
		ところで、前述したように船内にレストランがないことはわかっていたので、今回の夕食は船内ではなく小倉駅周辺の飯屋で食べようと思っていました。
		が！三連休初日で土曜の夜に駅前の繁華街におひとりさまで入れる店がそうそうあるわけでもなく途方に暮れているところに
		一銭洋食のお店があったので入ってみたのでした。というか屋台以外で一銭洋食出してるお店初めて見たわ！
		つーか客いなくて開いてるのか不安になった！
	

		具体的にどういう食べ物なのかは各自検索してもらうとして、まあ正直土曜の夜に食べたいとは思わない質素さですわな……。
		不味いというわけではないのですが、近くにお好み焼き屋もあったので、どうせならそっち行くなって思います。
	

	

	

	
		なんだかんだで昼間結構歩いたせいかいつの間にか寝てしまい、気づけば到着直前の午前 4 時。今回の旅もこれで終わりです。
		早朝で無人の観光港ターミナル初めて見た。と持ったら始発の便に乗りたいのか、既に人がいますね……。
	


	八幡浜から別府旅行 (2025 年 03 月 20 日)

	

	
		四国からは瀬戸内海を渡って本州、九州と結ぶ路線が複数あります。
		そのうち、九州へ渡る路線は先日乗り納めした松山から門司、そして愛媛県南部の八幡浜から別府、大分へ渡る路線があります。
		今回はそのうち八幡浜から別府へ渡る路線に乗ってきました。
	

	

	
		八幡浜港は隣に道の駅が併設されていて、フェリーに乗る用事がなくてもなかなか楽しいところです。
		ただ高速道路を降りてから若干心細い道を通る必要があり、冬季は凍結や積雪で通行に制限がかかることがあるので
		旅行するには春から夏がいいでしょう。
	

		実のところ、私も 2 月初めに旅行に行く予定だったんですが寒波の影響で八幡浜周辺が冬タイヤ必須地域になってしまい
		今からタイヤ買いに行く時間ねぇ〜となって 1 ヶ月延期したのでした……。
	

		さて、その道の駅ですが地元で採れた野菜や果物、あるいは地域のお菓子が売ってるのは定番として、
		ここではなぜか肉屋まで併設されていて、さらに隣の卸売市場が出張してきて採れたての魚を買うこともできる、
		なおかつ買った魚を即バーベキューしてくれるお店まであるという気合の入りっぷりです。
	

		採れたての魚焼いて食いてぇ〜〜と思うとこはありましたがこれからフェリーに乗って九州に渡るのに生物を買ってる場合じゃないので
		ここはぐっと我慢です。
	


	

	
		八幡浜は映画「すずめの戸締まり」の聖地なんだろうで、港のターミナルビル内に映画内に登場する扉とマスコットキャラ？の椅子を再現したオブジェが展示されていました。
		地元の高校でこのオブジェを使った実写でのイメージショット撮影もやったりしたそうで、面白い取り組みをしているものなんですな。
	


	

	
		ところで、道の駅の前にあるバス停の近くにこんな特製のマンホールが設置されていました。
		どうやら最近は地区ごとのご当地マンホールなるものがあるようです。そういえばどこかの県はポケモンのマンホールとかありましたね。
	

		さらには一時期流行った「ダムカード」のように、「マンホールカード」なるものがあって道の駅や自治体の施設などで配布しているのだとか。
		カードには緯度と経度が書かれていて、これを手がかりに探す……というゲーム的な要素もあるようです。
	


	

	
		
		
	

	
		今回乗船する宇和島運輸フェリー、船の規模としてはよく乗る松山〜広島の路線よりも大きめの船を使用しています。
		また多くのフェリーは椅子席とカーペットの大部屋スペースという構成が多いのですが、この船は全体的にカーペット席で、
		一般的な大部屋を広く区切った区画とと家族や小団体向けに数人〜十数人程度が座れるよう小さく区切った区画があります。
		加えて、この路線は深夜便もあるため、個室も用意されているのが特徴的です。
		個室は別料金が必要なので、昼行便で利用している人はあまりいないようでした。
	

	

	
		売店前は飲食スペースになっていて、自販機のカップラーメンを食べてもいいですし、船内のうどん屋さんがあるので軽食を頼んで食べることも出来ます。
		私は今回は港でおべんとうを買ったのでここは利用しませんでした。
	

	

	
		ちなみに最近は駅弁や空港の「空弁」のように、港の売店で売る「港弁」なるものもあるようです。
		私が今回買ったのは「八幡浜タコいなり弁当」宇和海で採れたタコを入れた寿司飯をお稲荷さんにしたお弁当で大変美味しくいただきました。
	

		港弁公式サイトによると「ちゃんぽん弁当」なる、ちゃんぽんを汁なしに加工したお弁当もあるようなのですが、残念ながらこの日は売っていませんでした。
		日によってメニューが違うのか、あるいは繁忙期のみの販売なのか……。
	


	

	
		八幡浜港を出発した船は佐田岬に沿って西へ進み、豊後水道を横断して別府湾、大分県の別府港へと進みます。
		画像は佐多岬に設置された風力発電の風車たち。
	

		佐田岬は船にとって天然の防波堤になっていたようで、豊後水道に入ると急に波が大きく、ゆっくり揺れるものに変わったのが体感できるのが印象的でした。
		そしてしばらく進んで別府湾に入るとまた波が静かになりました。
		よく瀬戸内海航路のフェリーは波がないので船酔いしにくいと言われていますが、外海に面した海域に入っただけでここまで波の質が変わるのは驚きました。
		前に乗った東京九州フェリー、そしてオーシャン東九フェリーは外海を進むのにそれほど不快な揺れを感じなかったのは船自体の大きさと重量で
		波の影響が軽減されていたのでしょう。
	


	
		約三時間の旅を終え、別府港が近づくと下船準備です。
		車両甲板が 1 階層だけの小規模なフェリー、例えば私がよく乗る松山〜広島のフェリーなんかは
		船体の後部から乗り込んでそのまま真っ直ぐ前部から降りる、またはその逆になっている構造が多いのですが、
		この船は甲板が二階層になっていて乗用車は前部から乗り込んだらスロープで上の階層に格納し、降りる時は U ターンして下の階層に降りて
		また前部から下船する、という構造になっていました。
	

	

	
		そしてトラックに大して比較的小回りの効く乗用車はできる限り隙間も活用して一台でも多く格納した結果がこれだ！
		ギリギリまで詰め込んだのでパズルみたいになっとる！

		この写真の右手前に見切れているのが私のエブリイなのですが、実はこの位置のすぐ後ろは客室入口です。
		こんなギリギリまで詰めていいんか？と思わなくもないですが床に固定用フックをかける箇所があったのでいい…のかなぁ…？？
	

		下船の時は最後に乗り込んだ一番奥の車両から一台ずつ、そろりそろりとバックしながらスロープを降りることになって
		ものすごい時間がかかりました……。
		最後の方はもう十分にスペースが空いているのでちょっと下がって雑に U ターンしても余裕だったんですけどね。
	


	


	

	
		下船してホテルに行くまでちょっと時間があったので、ちょうどいい場所にあった別府タワーに寄ってみました。
		タワーの規模としては比較的こじんまりした感じで、1 階のエレベーター前の自販機でチケットを買ってエレベーターで展望台に上がります。
	

	
		
		
	

	
		展望台にはお約束のメダル販売機、そしてタワーのリニューアル時に交換された部品の一部が展示されていました。
		それはそうと、タワーの組み立て時に鉄骨を固定するのに焼いたリベットを放り投げて渡していた…というのは
		東京タワー建設時のエピソードとして有名ですが、別府タワー建設時も同様の方法が取られていたようです。
		ていうかさも一般的な技法であるかのように書かれていますが、「死のキャッチボール」なんて呼ばれてる時点で何もかもおかしすぎる……。
	

	

	
		展望台の上層から下層へ降りる階段。
		鉄丸出しのメカメカしい通路のいいよね…
	

	

	
		タワーから山の方を眺めるとまず JR 別府駅、そしてそのはるか向こうは温泉街の湯けむりがあちこちから上がっているのが見えるのですが
		その中でも一際異物感があるこの謎の塔。
		別府市の多目的ホール「ビーコンプラザ」に併設された展望台「グローバルタワー」らしいです。
		こういう遥か彼方の謎オブジェクトを目標物としてマークするというシチュエーションはオープンワールドでよくあるやつで
		ワクワクしますね。
	


	


	

	
		別府タワーを後にしたらホテルへチェックイン。
		泊まったホテルは特に温泉旅館というわけではない普通のビジネスホテルだったので、
		せっかくなので温泉に入りに行くことにしました。
	

		やってきたのは画像の竹瓦温泉。
		この建物は 1938 年に建てられたもので、現在は内装が一部近代化されているなどはあるものの建物の基本構造はそのままのようです。
	

	

	
		具体的な「そのまま」の箇所で特に大きいのが浴場部分。
		一般的な銭湯では入口のロビー部分から脱衣場兼ロッカールーム、そして浴場がそれぞれ部屋で別れていますが、
		ここではロビーの脇にあるロッカーに貴重品を入れたらそのままのれんだけで仕切られた脱衣場へ、
		そして脱衣場と浴場の仕切りはなく、石段を降りてそのまま浴場になっています。
	

		浴場もおそらくは建設当時のままで、洗い場も現代ナイズされておらずシャワーなどという近代的な設備はありません。
		体を洗う時は湯船から桶でお湯を汲みます。
		さすがにこれはカルチャーショック、身体はともかく頭はホテルに帰ってから洗お……となりました。
	

	

	さんふらわあに乗って大阪へ (2025 年 03 月 21 日)

	

	

	
		今回の旅行の主目的は実はこの別府〜大阪間のフェリー 「さんふらわあ むらさき」 に乗船することで、
		最短のスケジュールであれば八幡浜から乗ってきたフェリーを降りた後、即隣の港に行けばその日の大阪行の便に乗ることが出来ました。
		しかしせっかくなのでと別府観光を 1 日楽しんできたので先にそちらの日記にお付き合いください。
	


	

	
		まずやってきたのがこのグローバルタワー。昨日別府タワーから見えた謎の高い物体です。
		足元で入場料を払ってエレベーターに乗ったら展望台まで直通です。
	

		で、上がってみたのは良いのですが展望台の様子がわかるような写真は撮れていません。
		というのも、展望台は狭くて周囲はガラス張り、なおかつ (おそらく強風によるタワーへの抵抗を減らすために) ある程度風が吹き抜けるような構造になっていて
		急に高所恐怖症になってしまい、展望台の床の端に近寄れなかったのです。というかさらに言うと巨大な柱に挟まれたエレベータ前から動けませんでした……。
	


	

	
		そんな中で辛うじて撮れた写真がこの別府タワー。
		あの大きなタワーがこんなに小さく、こんな低い場所に…！
	

	

	
		そしてこの別府市街からみて北西方向に当たる「扇山」
		無謀な開発で一面ハゲ山になってしまっている！と意識高いことを言おうと思ったのですが、
		どうやらこの山はもともと牧草地として木が伐採されていて、今でもその頃の名残で冬場はハゲ山状態、
		春に枯れ草を焼いて夏には草原になるのだとか。
	

		この写真を撮ったのは展望台の下層で、実は階段で上層に上がることも出来ます。
		先の写真で頂上付近の板状になった箇所、その底面にわかりにくいですが斜めになっている部分があってそこが階段なのですが
		そんなところまで足を進めることはとても出来ず、泣く泣くエレベーターで地上に降りたのでありました。
		あぁ、広い地面に立ってるのって素晴らしい。
	


	


	
		グローバルタワーで散々な思いをした後はちょっと移動します。
		ここから「地獄めぐり」でおなじみの鉄輪かんなわ地区へ移動するのですが、その途中でちょっと寄り道しました。
	

	

	
		Google Maps などで別府市内の地図を表示するとこのように道路が不自然に六角形になった場所があります。
		この場所は昭和の時代に開発された住宅地で中心部には地元の組合員しか利用できない銭湯がある……
		ということは今どきネットで調べればわかることですが、それでも見に行きたくなるのがきつねの好奇心というもの。
	

	
		
		
	

	
		なるほど、六角形だ。
		写真だと写る範囲が狭いのでわかりにくいですが、現地に立ってみれば確かに見事な六角形から六方向に道路が広がっている……！
		以前学園祭で蒲田に行った時に七本の道路が交差する「七辻」を見に行ったことがありましたが、それに通じる感動があります。
	

	

	
		そしてこれは六角形の中央にある「新六角温泉」。利用可能なのは組合員のみである旨の記述もありました。
	

	

	
		あと、本当だとこの地区の由来を説明する看板が合ったはずなのですが、何らかの理由で壊れたのか、
		あるいは壊したのか半分しか読めない状態になっていました。
		絶対許さないよ！！！１！！！！！！！！
	


	


	
		さて、寄り道も済ませてついに今日の本命、地獄めぐりに行きます。
		この日は 3 月 21 日、連休中日の平日だったので祝日や土日よりは人が少ないんじゃないか？と思っていたのですが、正直観光地パワーをなめていました。
		地獄の始まりは駐車場前の交差点の渋滞と空車待ちの「駐車地獄」から始まるのでした……
		そしてさらにここまでの道のり、別府市は山から海に向けて緩やかな斜面となっているため、山側へ向かう道のりは MT 車乗りにとって
		「坂道地獄」とでも言うべき有様でした。渋滞でノロノロ状態であればなおさらです。
	

		発進時にクラッチ操作ミスってエンストとか久しぶりにやらかしたわ…… (泣)
	

	

	
		なんだかんだでようやく到着した地獄ですが、観光案内によると以下のような地獄があるようでs。
	

	
			海地獄

			坊主地獄

			山地獄

			かまど地獄

			鬼山地獄

			白池地獄

			竜巻地獄

			血の池地獄

			明礬地獄

			紺屋地獄

	

	
		これらはそれぞれ個別に入場料が必要なので、まあビジュアル的にインパクトありそうな
		海地獄 (青い)、血の池地獄 (赤い)、竜巻地獄 (間欠泉) くらい見ておけばいいか… と思ったんですが
		共通入場券を買ったところでスタンプラリーのシートなんか渡されてしまったので、これはコンプするしか無いだろうって頑張ってしまいました。
	

		なお、スタンプラリーの対象となるのは上記のうち、山地獄、明礬地獄、紺屋地獄を除く 7 箇所でした。
	

	

	

	
		スタンプラリーの地獄は全て巡ってきましたが、ここでは容量的な都合もあるので絵的に映えるところだけ写真にしてます。
		まずはスタート地点となる海地獄。なぜここがスタートかと言うと地獄めぐりの駐車場がここだからです…。
		飲食店や土産物屋なんかもここに集中していてツアー客の集合場所にもなっているので超混んでいます。
	

		さておき、ここはお湯が青い地獄で、まあ言われてみればなんとなく青っぽいんじゃない？ってレベルではなく本当に青かったです。
		知識としては知っていてもいざ実際にこんな鮮やかな青さ自然ではありえんやろって色を見ると驚きますね…
	

	

	
		そして隣の坊主地獄。これは粘度の高い泥が沸騰して丸い泡が坊主のように見える、というところです。
		確かに丸い泡が坊主っぽく見えました。が、いいタイミングで写真に撮るのは難しすぎる…。
	

	

	
		移動途中にあった山地獄。世知辛いことに倒産していました。地獄なのに。
		もともとは温泉の地熱を利用して熱帯環境を再現し、カピバラなどを飼育していたようです。
	

		鬼山地獄、白池地獄も同様にワニや熱帯魚の飼育を行っているのですが、
		絵日記としてはあまり見栄えしないのでここでは飛ばします。
	

	

	

	
		血の池地獄、竜巻地獄は鉄輪地区からは少し離れたところにあるのでバスで移動します。画像は地獄行きのバス案内。

		車で来てるんだから車で移動するという手もあるのですが、現地の道路状況がわからないのと血の池地獄側の駐車場が満車だったら詰むので
		手堅く公共交通機関で移動することにします。
	

		バスの支払いは SUICA などのいわゆる交通系が使えますが、せっかくなのでご当地交通系 IC カードである 「nimoca 大分版」を買うことにしました。
		往復しても 400 円ちょいなので現金でも良いのですが、ご当地 IC カードいいよね…ということで。
	

	

	
		バスを降りてすぐの場所にある竜巻地獄。
		ここは約 30 分ごとに 10 分程度の感覚で間欠泉が吹き出す地獄で、絵的には噴水を観覧席が囲んでるだけという
		なんじゃこりゃ的なビジュアルです。
	

		なお、タイミングが悪いと丁度吹き出し終わった後でぼんやり待つ羽目になるので、そうなったら時間までお土産屋さんを見物しましょう。
		大分産のフルーツを使ったジェラートも美味しいですよ。
	

		さておき、現在は安全のために間欠泉の上に岩のフタが被せられているので、正直かなり微妙な感じになっていました。
		一方、観光地として整備されてこういう安全対策が施されるまでは 20m 近く吹き上がった熱湯の雨が周囲に降り注いていたということなので、確かにそれは地獄だな……と
		思いを馳せたりしました。
	

	

	
		そして血の池地獄。スタンプラリーの配置を見るに、ここか隣の竜巻地獄をゴールにするのがモデルコースのようです。
		どちらかというとこちらのほうがレストランや土産物屋、大型バスが入れる駐車場なんかが充実しているので
		ゴールに想定しているのかもしれません。
	

		血の池地獄は文字通り赤い水の温泉です。写真だとちょっと茶色っぽいのですが、おそらく日が傾いてきてるので黄色っぽく見えているのだと思います。
		実際見るともう少し鮮やかに赤い感じでした。
	

		最初の海地獄と違って土や水が赤や茶色になるのは自然でも割とあることなのですが、ここまで見事に赤いとなるほど、これは地獄と呼ばれても無理はないと驚きますね。
	


	


	
		全ての地獄を回り終わったら再びバスに乗って鉄輪へ。
		このあたりで時間は昼から夕方に差し掛かろうという頃でそういえば昼食食べてないなと
		地獄名物の「地獄蒸し」を食べてみたいと思ったものの、ランチタイムを過ぎてもなお 60 分待ち。
	

		ならばと大分名物「だんご汁」の店に入ってみたら既にオーダーストップ。クソァ！
	

		仕方ないのでそこら辺のお店で売ってる温泉で蒸したサツマイモを一本いただきました。うまい！
		サツマイモは低めの温度でゆっくり加熱すると甘くなるという話を聞いたことがあります。
		温泉の蒸気の丁度いい温度でじっくり蒸された効果か、すごく甘くてねっとり柔らかい食感がいいですね！
	

	

	

	
		地獄は十分に楽しんだので、いよいよメインイベントのさんふらわあへ向かう…にはちょっと早すぎたので
		別府港の南端にある「交通センター」に行ってみました。
	

		いわゆるバスターミナルで、船から降りた人がここから大分の各地へバスで移動するための施設です。
		この昭和テイストな建物がいいよね……でも喫茶店が 17 時閉店はちょっと早すぎるんじゃないかな !?
	

		建物の中はほぼお土産屋さんで、お菓子から漬物、お酒まで大分のお土産を売っていました。
		私もせっかくなので職場のお土産を適当に買いつつ、自分が家で食べる用のお菓子も物色してみました。
		ざぼん漬けなるものがとても美味しかったのですが、後で調べたところによるとザボンの実ではなく
		アルベド (いわゆるミカンの皮の内側の白い部分) を砂糖で煮込んだものらしいです。
	

	

	

	
		ついに乗船したさんふらわあ。まずは広々としたロビーにお出迎えされます。
		今回乗船した 「さんふらわあ むらさき」 と、その姉妹船である 「さんふらわあ くれない」 は総トン数 17000 トンという
		以前学園祭のために上京する際に乗った東京九州フェリーに近いクラスの大型船で船体の幅にも余裕があるため、
		ホテルのような広々としたロビーにできるわけですね。
	

	

	
		ロビーの天井は半球型のスクリーンになっていて、このようなプロジェクションマッピングで演出されています。
		この写真は深夜の消灯時間後に撮ったもので、この他にも夕食時間帯にプロジェクションマッピングによるショーも行われていたそうです。
		私は丁度食事中だったので見に行けなかったのですが……。
	

	

	

	
		今回の部屋は奮発して一人用個室「スーペリアシングル」にしました。
		船体内側の部屋なので窓こそありませんが施錠可能な個室で、スーツケースなどを持ち込む場合も安心です。
		見ての通り「広々とした部屋」とはいい難い広さですが、ほぼ寝るだけの部屋としては必要十分でしょう。
		どちらかというとオレンジフェリーのシングル DX が値段の割に広すぎる……。
		あぁあと、画像には写ってませんが冷蔵庫もあるのでビールを持ち込んでいい感じに冷やしておくこともできるぞ！
	

	

	
		驚いたのはこの部屋、専用のシャワールームとトイレまで着いています。
		全個室のオレンジフェリーでも個別のシャワールームはスイートとかの上等級の部屋にしかついていないのになんという太っ腹！
		……とはいえ、トイレはともかくシャワーは使わなかったきつねなのでした。
		せっかく大浴場があるのでそちらに優雅にぬくもり…したかったので。
	

		正直このスペースを部屋面積に回したほうが快適じゃね？と思わなくもないですが、
		大浴場に他人と入ることに抵抗ある人でも安心して汗を流せるのは良いことなのでケチつける事じゃないなと思いました。
	

	

	
		
		
	

	
		部屋からロビーへ向かう廊下の途中に、かつて大阪〜別府間を就航していた大阪商船の再現ポスターが掲示されていました。
		「紫丸」と、姉妹船の「紅丸」は「さんふらわあ むらさき」「くれない」の名前の元になった船ですね。
	

		Wikipedia によるとこの船の総トン数は 1399 トン、進水は 1900 年らしいです。
		当時の基準で見れば先進的で豪華な船だったのだとは思いますが、そこから 120 年経って船のサイズが 10 倍になり
		陸上のホテルにも負けないような豪華で快適な船になったと思うとモータリゼーションの流れの中でもフェリーが滅びずに
		残り続けてくれていたことのありがたみを感じます。
	

	

	
		ところでフェリーの楽しみといえばお風呂と食事ですが、
		この日は結構な混雑で大浴場、レストランとも閉店ギリギリの時間まで入場待ちの状態でした。
		大浴場の営業時間は出港から 22 時まで、レストランは 21 時までで、通常の時期には十分余裕があるはずなのですが
		連休中のように混雑している時に空くまでちょっと時間をずらすか……とできるほどの余裕ではないので、
		食事についてはいっそレストランは諦めて乗船前に何か別府名物な食べ物を探して持ち込んだほうがいいかもしれません。
		ちょうど先の交通センターには酒のつまみに合いそうな食い物も色々売ってたしな！
	

	

	
		レストランやお風呂はそれぞれ入口に置いてあるデジタルサイネージで混雑状況を確認できるのに加えて
		部屋のテレビでも状態がわかるのは地味にありがたいですね。
		部屋でごろごろしながらいい感じに空いた気配がするまで待てるのはありがたい…
	

	

	
		あと、地味に楽しかったのがレーダーマストに設置されたカメラからの前面展望が部屋のテレビで楽しめるこのサービス。
		現在地のモニターを部屋のテレビで見られるのは他の船でもよく採用されていますがこれは初めてみた。
		夜間は画像補正でガビガビになってしまっていましたが、朝になるとこの通り。
		これは翌朝の大阪南港に入港する直前の様子です。
	


	大阪モーターサイクルショー (2025 年 03 月 22 日)

	

	
		さんふらわあで大阪に着きましたがもうちょっとだけ続くんじゃ。
	

		大阪到着は午前 7 時半頃 (金曜・土曜出港便の場合) なので下船してすぐ阪神高速に乗れば午後には愛媛に帰れるのですが
		丁度この日、インテックス大阪で「大阪モーターサイクルショー」なるバイクのイベントが開催されていたので
		これに寄ってから帰ることにしました。
		しかしインテックス大阪とか久しぶりですね。昔同人誌即売会に出ていた頃は 6 号館屋上の駐車場か
		WTC の横の空き地みたいな駐車場に駐めていたのですが、WTC の地下駐車場が結構良心的な値段になっていました。
	

		実は前売り券は買ってなくて、当日駐車場が空いてれば寄ってみて当日券で入ろうかと思っていたんですが
		驚くべきことに当日券は売ってないんですね。スマホで QR コードを表示して入場するデジタルチケットのみという。
		じゃチケット変えない JAN！って思ったんですが WTC 内にローソンがあったので無事にチケットを購入することが出来ました。
		開いててよかったあなたのローソン。
	

	

	

	
		これはさっきまで乗ってたさんふらわあ むらさき。
		LNG 燃料で航行するので、甲板上に巨大なガスタンクを背負っているのが見えます。
	

	

	

	
		今回のイベントは何やら vTuber とコラボしているとかで、あちこちにイメージビデオとパネルが展示されていました。
		画像のバイクはファンの？女の子がバイクにまたがってポーズ決めて写真撮っていて微笑ましい光景でした。
	

	

	
		展示の中で気になったものの一つ、バイク用のスマートモニターです。
		四輪の場合はきょうびカーナビ、もしくはディスプレイオーディオがついているのが当たり前ですが
		バイクの場合は盗難の危険もあるので標準装備が当たり前とは行かないんでしょうかね。
		画像は背後の看板に写ってる画面イメージを見るに Android Auto で UI を実現しているようです。
	

	

	
		ガンダムコラボのジオン軍のヘルメット。
		全部同じじゃないですか！
	

	

	
		なんか…多分すごいバネ。
		スレを立てた時にレスしてくれた「」によると高級品と互角の性能を実現しつつも
		ブランド料による価格上昇を控えめにしたいい感じのバネらしいですよ。
	

	

	

	
		6 号館前では大阪府警の白バイ隊によるドライビング教室と白バイのデモ走行を行っていました。
		そうそう、こういうのが見られるのがショーイベントのいいところだよね。
		この写真はスラロームのデモですが、その他に音楽に合わせたフォーメーションでの走行を見せてくれたりと
		テンション上がりっぱなしな時間でした。
	

	

	
		白バイ隊の最後になんかロボっぽい見慣れない形のバイクが登場しました。
		今年から導入された新型白バイ 「NT1100P」 だそうです。
		これまでの車種よりも排気量は減りましたが軽量化され、燃費が向上したことでより機動性が増したんだそうです。
	

		お披露目走行の様子をスマホで録画した……つもりだったんですが、あろうことが録画ボタンを押し忘れていて何も撮れていませんでした。クソァ！！
	

	

	
		途中ちょっと会場を出て ATC をうろついていると、何やらアイドル？が舞台で歌っていました。
		後で調べたところによると 「ATC ポップカルチャーエキスポ」 なるイベントらしいです。
		歳を取ると若い子が頑張ってるところを見るだけで応援したくなるものですな……
	

	

	
		リハーサル中に観客席ど真ん中で激しく踊ってる人が。
		スタッフがタイミング指示してるのかと思ったけどどうもそうではないらしい…
		オタ芸やってる人ってほんとにいるんだ……。
	

	

	
		十分にイベントを堪能したのでそろそろ愛媛に帰ります。帰りのルートは
		「南港北 → 16 号 → 近畿道 → 中国道 → 山陽道 → 瀬戸大橋 → 松山道」
		という笑ってはいけないルート選択状態。なんで大阪から四国に帰るのに初手で奈良方面やねん。
	

		ルート的には 3 号から神戸方面に行って淡路島にいくのがベストなんでしょうが、神戸近辺は死ぬほどこむのがわかりきってるので
		遠回りしても安全な道を選んだのでした。きつねはかしこいのだ。
	

		それはそうと、前日の別府旅行のときから風が強かったのですがこの日になってより一層強くなってきていて、
		進むにつれ 「瀬戸大橋 二輪通行止め」「瀬戸大橋 横風 19m」 などという不吉な警告が表示されてきました。
		普段の街乗りの感覚だと 19m っていっても台風の日でもまあまあ普通に走れるし…と思いながら瀬戸大橋に突入したのが甘すぎた。
	

		周りに家やビルが立ち並んでいて風がまっすぐ進むことのない街中と違って遮蔽物の一切ない海上です。
		ただでさえ背が高いエブリイで、しかもほぼ空荷の箱が走っているような状態で横風が直撃したら真っ直ぐ走れないどころか余裕で隣の車線まで流されるような状態でした。
		橋の端は申し訳程度に柵がありますが、横風に流されて突っ込んだら簡単に乗り越えて 60m 下の海まで落ちて余裕で死ぬ。
	

		もう流れとか考えてる場合じゃない、煽られようがクラクション鳴らされようが知ったことじゃない。
		自分が事故らないことだけを考えて下限速度ギリギリの 60km でソロソロ渡りましたよ……
		そしてこんな速度だとどこまで走っても対岸にたどり着かない絶望感がつらすぎる…
	

		やっと対岸の工場地帯の灯りを横切った時は半泣きどころか 3/4 泣きくらいだったきつねなのでした。
		こんな時でも宇高国道フェリーが生きていてくれれば安全に船で四国に渡れたのに……！！
	

OEBPS/images/20250321_osaka/sunflower.jpg
BRIER N1 7209 LT
-AABE TP LTI (RUT

& fe Ao QR I-K v A3 TT
R !

@z MLYL

Sen-3 TR
| .7

AT G RIS
v okl Se)-1E

ﬁ EPFEATUEA..

Y B 7LET 22k LR HAAL DR 0
§5PRRERI LN TIET |
ZRHATAN ACACTUEAS RS
FEANAPETERIUNT T

Ty r ;'!V -
: n - o = Bl |
7 i) N /
S | ‘ D ( / ‘S
TR N7 B =
LT AL DRI N oAU . o
T e BTy S LR A B

. 1423 AT D) T I 4 oo
il >1 MELEYE 2
; ;)tifiélv-?')ﬁ a3 TE e AT





OEBPS/images/20250320_beppu/bath.jpg
B RS O

STYS &

=
ot 2
(=}
RO
TAONNN'T TN

!





OEBPS/images/20240502_gakuensai_0/osaka_metro.jpg





OEBPS/images/20240810_onomichi/uta.jpg





OEBPS/images/20250222_kyusyu/ferry_bath.jpg





OEBPS/images/20250322_osaka/motorcycleshow.jpg





OEBPS/images/20250322_osaka/vtuber.jpg





OEBPS/images/20250320_beppu/medal_vendor.jpg





OEBPS/images/20250320_beppu/food_space.jpg





OEBPS/images/20250320_beppu/premium.jpg





OEBPS/images/20250222_kyusyu/ferry_room.jpg





OEBPS/images/20250321_osaka/bus_info.jpg
e AU/ J7ATHR 151 o

Qe - BJIERBE S

2 %R nowes SNEDERR 12:49

DO x [29] soss  BREREYS— 13:15

SERAEIE

e o e N T






OEBPS/images/20250320_beppu/garage.jpg





OEBPS/images/20240505_gakuensai_3/security_gate.jpg





OEBPS/images/20250320_beppu/manhole.jpg





OEBPS/images/20240914_eba/fallout_map.jpg





OEBPS/images/20240505_gakuensai_3/under_bldg.jpg





OEBPS/images/20240502_gakuensai_0/taimeshi.jpg





OEBPS/images/20240504_gakuensai_2/r15.jpg
AAEE R

V/E///ﬁ 11!

e
]






OEBPS/images/20250222_kyusyu/ferry_shop.jpg





OEBPS/images/20250320_beppu/yawatahama.jpg





OEBPS/images/20250321_osaka/traffic_center.jpg





OEBPS/images/20250320_beppu/stairs.jpg





OEBPS/images/20250322_osaka/mp1100.jpg





OEBPS/images/20240720_hojo_kashima/kashima_shop.jpg





OEBPS/images/20240914_eba/passing_superjet.jpg





OEBPS/images/20250222_kyusyu/kankoko.jpg





OEBPS/images/20240810_onomichi/ropeway_2.jpg





OEBPS/images/20250322_osaka/smartmonitor.jpg
AI— b5 KE=9—
NO-5Piay

KsUommemmL. Uss
BRE R LR L
DREEAT-F54 K5






OEBPS/images/20240810_onomichi/ropeway_1.jpg





OEBPS/images/20240810_onomichi/tenbodai_2.jpg





OEBPS/images/20240810_onomichi/tenbodai_1.jpg





OEBPS/images/20240929_matsuyama_sta/matsuyama_08.jpg





OEBPS/images/20250321_osaka/yamajigoku.jpg





OEBPS/images/20240929_matsuyama_sta/matsuyama_01.jpg





OEBPS/images/cover.jpg





OEBPS/images/20240504_gakuensai_2/shuji.jpg





OEBPS/images/20250320_beppu/global_tower.jpg





OEBPS/images/20240505_gakuensai_3/saber.jpg





OEBPS/images/20240503_gakuensai_1/kachidokibashi.jpg





OEBPS/images/20250321_osaka/mt_ogi.jpg





OEBPS/images/20250222_kyusyu/kokura_ferry_enter.jpg





OEBPS/images/20240914_eba/fox.jpg





OEBPS/images/20240914_eba.jpg
BORICHEEESL
HEATHLWWVPE ST

/L\— 3BT 5, 1L 1THS n-};@;lz?‘r,wau:

£ BRI AR F AR ok

P 02534 (979 X8 T 198 (1
S0FRCRIETALEAZTE A

St 13»’«“ ,mmg,%w»

st Tdn, St Rac i SR Fiasamz
{mmmmw

o4





OEBPS/images/20241207_imo.jpg
BORICHEEESL
HEATHLWWVPE ST

2020l T tord-) thet (NAT R

F 312 3iB) 985 15 U0 T
Fifi (-

BRSBTS
UYL AN
BREFETOENEE.,

e
B 24- Mgt 3340 So0hL-LHOIEREAY " Hoorl
g8 ot ¥ B [EDOLLRNPINER T,
eI )RR AL RS o
A H T - b igjif;f-) A=) Rec g0 )

o4





OEBPS/images/20240914_eba/fox_statue.jpg





OEBPS/images/20250320_beppu/takegawara.jpg





OEBPS/images/20240505_gakuensai_3/niimi.jpg





OEBPS/images/20240929_matsuyama_sta/20240929_matsuyama_sta_2.jpg
VR ZREIR) IS AE ND 5 (B -4 E BT
ERIINT SBHNELITE LT

RER0ZAP

( \n'@{ L"“SZJ'LE'_\LI;
AECTUE T
MO T

ey - N b
H#ELon s iEotad B LD ShonHAE e
A0 IR £

SN SN SOS L ARDE IR

LTI L9/ 79 Cehd

(EAVE SLEY POV LY
DIILTNI v R 0 (1
2% 106> | o RTTBL AT L

ERIA, T

e )

A475331) 47 & n¥n
— 711&)#1,@)” ) N
it ":'hﬁ?%' FTASRIT MIAT NIELEE D
33 35
—_—






OEBPS/images/20241026_tokyo/medal_vendor.jpg





OEBPS/images/20241026_tokyo/20241026_tokyo_2.jpg
W 0B A L0941 TR LE
By 2210
(AR5 583050 25185080 !

X0 BALLL

SUIHP5LD £ RIID -t A s 0T T
FERRY 7T THET BB A AR
FRavmn
L1PoME
(TR AanTTE
ONTTR .-

IRRF T 4 B Aot
I7- P17
ren13-23, s ERES BT

I





OEBPS/images/20240503_gakuensai_1/rainbow_bldg.jpg





OEBPS/images/20240503_gakuensai_1/sandwitch.jpg





OEBPS/images/20250222_kyusyu.jpg
BORICHEEESL
HEATHNNOEH T

GRARLIMBHL NG T2 L RTTELE
glcs

Rtk BB AL L Elkot o 18 T (B

*‘\‘L‘J"l‘?7z')"
7= 3l

7 Lo3hirT
PractaF 2% U . /;t l)j >£

’*“”“., ) ‘ e 241250
tL’I\?S‘LéaL | e . P E By HA L)
VoFe, BHETL 80 =il = 26NN T
Bt TIA \ i MASE
B B At ] v v £n7°L-hL1>
S Tyt » B Rt
(€ LIRS L
~ /@'”17'7")

y ‘frh.l'ilml;
AJ FRT TR

Bl 5ohLiTnhe i) A
BESL T FANSRRILNERL TR0 A L
L Rt RBEKoRLLense 298 a0,

o4





OEBPS/images/20240505_gakuensai_3/skytree.jpg





OEBPS/images/20250320_beppu/windmil.jpg





OEBPS/images/20241026_tokyo/20241026_tokyo_3.jpg
r 1 3BEIR: G oS -L 3ot

| EE-1 o R syt

PS5 SR - i
g RN IRETT

R Rd o 2 LRI
ATRRIFHEDIRR 300 0T
2400 ITRT AP LLIP A5

= LR T LB AN 9, 4ezne
Sl LFAF RSS!

€L§f€t ?i;b/vf: 3 {,3\11%‘(7:5
Brorgr ameialt

RPLnpn—3im Ao ki it
ATt TELy
07071 I HOES

5 BRI DA LOTEE L AAS T

4 o s
00 LI 500 NG QB SINERDEY

ToF=33 2Bt

Fortal 51320 CZ 03U
[l

AL

WEER)- v oRIT

- LA ERTTSRD

FOX - 331+ 13)0F1T #T BB TZ-m5R5A
JACTRE & PETRY

LoeCHRT 20 kv, 121






OEBPS/images/20240929_matsuyama_sta/closed_station.jpg





OEBPS/images/20250321_osaka/rokkaku_spa.jpg





OEBPS/images/20240503_gakuensai_1/art_1.jpg





OEBPS/images/20240914_eba/fox_colla.jpg
e






OEBPS/images/20250320_beppu/beppu_tower.jpg





OEBPS/images/20240810_onomichi/awohata.jpg





OEBPS/images/20250222_kyusyu/mojiko_first_room_2.jpg





OEBPS/images/20240505_gakuensai_3/hocho_2.jpg
MIYABI Knives

Made in Seki

center of Japanese sword
ince the 14th century

Made from Ultra-Hard special stainless steel

Perfect Balance and Comfortable Handle

Combination of German Engineering and the
finest Japanese Craftsmanship






OEBPS/images/20240505_gakuensai_3/hocho_1.jpg





OEBPS/images/20240720_hojo_kashima/kashima_mt_1.jpg





OEBPS/images/20250222_kyusyu/mojiko_first_room_1.jpg





OEBPS/images/20240503_gakuensai_1/art_2.jpg





OEBPS/images/20240720_hojo_kashima/kashima_mt_2.jpg
EEMARS
HUBRD—R

EOBLBEE

BEERASE
S RE LR
NOET LA A1
AU R
wromER. 52
EEMULRHT

RowT. pogr





OEBPS/images/20240503_gakuensai_1/art_3.jpg





OEBPS/images/20250321_osaka/front_camera.jpg





OEBPS/images/20250222_kyusyu/karato.jpg





OEBPS/images/20250320_beppu/ship.jpg





OEBPS/images/20240929_matsuyama_sta/mikoshi.jpg





OEBPS/images/20250222_kyusyu/mojiko_qr.jpg





OEBPS/images/20250320_beppu/rivet_method.jpg
Rivet method

| URYRIHERWBRO=DOBHEERAR L THADRCURICAZS T, EDRIC
BOAELH DL SHERRELLERROUANYSERES B, ZOERBZRIET
a -° OB EETTBHEHETTUNYNESTEELLBMBEBENICEEC LD

BVH REUTHBNTLBEVZET,

M| Rieing i o joining method inwhich two base materias are stacked on top of each other, holes ae diiled in
the same location in both materials, a metal rivet shaped like a nail with a large head is inserted through the
hole, and the rivet tip is crushed to secure the two materials together.

Riveted members will not loosen and are therefore safe.

1 ETURY S EIFFN BB A RIICTEED o7
#F(V&5) EXBTBO0EIC HBETHT 3.

On the ground, a rivet, which is a steel bar with a head on one side, is heated in a
brazier until it reaches 800 degrees Celsius.

HOMICRUIEURYNERORIS T ZHTIFELET S,
Toss the bright red-hot rivets and pass them around in the air.

URYNEBITBS1BAIR HBORICUNYREE LA,
NYR=T—RUH 5 TEEBLTER,

After receiving the rivets, the craftsman inserts the rivets into the holes in the steel
frame, then hits them all at once with a hammer to crush and secure the rivets' heads.

CNEABELRDET,
This is repeated tens of thousands of times.
BO0BHOBUAY 20X~ ML SRALKORIFS=ES

FSILBO.COPhE DRIFEOF 4y FR—IELTHRICEDELE,

1t was not uncommon for hot rivets, up to 800 degrees, to be thrown at craftsmen 20 meters
technique that became famously known as the ‘gamne. of caton, deady s






OEBPS/images/20240504_gakuensai_2/poster.jpg
fa it .
TR TR EDEREAD
k> hTlEH YEEA.
AHEREE QR TEIES T
Bz AR LETT






OEBPS/images/20240810_onomichi/dock.jpg





OEBPS/images/20250222_kyusyu/starbacs_desk.jpg





OEBPS/images/20240505_gakuensai_3/kaminarimon.jpg





OEBPS/images/20240810_onomichi/omishima_ferry.jpg





OEBPS/images/20240810_onomichi/ship_inside.jpg





OEBPS/images/20250321_osaka/rokkaku_kanban.jpg





OEBPS/images/20250321_osaka/tinoikejigoku.jpg





OEBPS/images/20250320_beppu/bento.jpg





OEBPS/images/20241026_tokyo/dolphin.jpg





OEBPS/images/20250321_osaka/bathroom_status.jpg





OEBPS/images/20240914_eba/omake.jpg
cHe
Rif 4137 3ot AAR 30 AT B0t 338
i;'(‘iﬁ Utz o) ™z-70: f %ﬁ
AT

VI RIS PLO BBk PR 5L
DRALRHAT 141812 (13 Foho
BRI K P hgpte.

L& R 1D ERE o) (090173, 7) L8>
FREPID 174 Bt
RE%500 1L 5NH3 % 24

;))%-fa
1
£ L
(2]

@ -

IS

B B0 ERrET @

A0 L5115 LT FAr
Pl A-3=  Ii5n1 97 Lok BD LA Lo

B5ILELE
LE& ION &O o (2 ) AITHRITOLY P AT (T
VALOw C72=8 ) 119010

. ;“:ffﬂﬂ?ﬁ\ﬁir‘-t}%: A8
XEIE.T 301 ER 9120 &Y Lt A Leea)
BDP k=42 Fy | i
Y ey
Dix





OEBPS/images/20241026_tokyo.jpg
BARICHEEEIL

ERITHEVVPEH T

1A MEEDHST
BEE0EENEET A>3 REGR KO Sk

¥ GR)iR kT RAT ot T —
| —

r:wl lWln '-2/7.?-“’?77/\’74 > |

1 a—l?fi LT— ﬁ

W 1T Pk PP L0k T

B2ORT 79033055, 2ol T BRIE U ”s"\

U TS OTTR

\ - FEE D12
*7‘#:/5?»‘1_1\. nEp £ ‘ 4 ZT‘SE%);H‘S :Lm‘.cfa’
M‘-T: 7_,l~:\;/imﬁr( n:—mryf;. \ ¢ 2 0L BT
HSYEYOr 8/31e g g8 caon KB eRENS
L NTRT

IHECETLEAN M-
B0t ILhads-
ZIELR AN TRBTION !

AWNNE A2 7LT
st ALSETEROTERR AT
= FOX A3y
8620 X BL%
20 PIVHESA

zZzZ





OEBPS/images/20241026_tokyo/projection.jpg





OEBPS/images/20240914_eba/ondo_closing.jpg





OEBPS/images/20241026_tokyo/lookdown.jpg





OEBPS/images/20241026_tokyo/aquapark.jpg
%





OEBPS/images/20240720_hojo_kashima/seepa.jpg





OEBPS/images/20250222_kyusyu/signal_1.jpg





OEBPS/images/20250222_kyusyu/signal_2.jpg
RURIRY

Wit
N






OEBPS/images/20240810_onomichi/artbase.jpg





OEBPS/images/20250321_osaka/superiour_single.jpg





OEBPS/images/20250322_osaka/sirobai.jpg





OEBPS/images/20250321_osaka/robby.jpg





OEBPS/images/20240810_onomichi/tadanoumi.jpg





OEBPS/images/20250321_osaka/bathroom.jpg





OEBPS/images/20241026_tokyo/viewing.jpg





OEBPS/images/20240502_gakuensai_0/toyo_ferry.jpg





OEBPS/images/20250222_kyusyu/ferry_ohenro.jpg





OEBPS/images/20250222_kyusyu/ferry_bed.jpg





OEBPS/images/20250322_osaka/bane.jpg





OEBPS/images/20240505_gakuensai_3/food_sample.jpg





OEBPS/images/20250222_kyusyu/starbacs.jpg





OEBPS/images/20241026_tokyo/cafe.jpg





OEBPS/images/20250321_osaka/rokkaku_l.jpg





OEBPS/images/20240914_eba/rouka.jpg





OEBPS/images/20250321_osaka/rokkaku_r.jpg





OEBPS/images/20240503_gakuensai_1/circuit.jpg





OEBPS/images/20250321_osaka/bozujigoku.jpg





OEBPS/images/20250321_osaka/rokkaku_map.png





OEBPS/images/20240810_onomichi/tosen_2.jpg





OEBPS/images/20250222_kyusyu/fugu_gacha_2.jpg





OEBPS/images/20250321_osaka/poster_murasaki.jpg





navigation-documents.xhtml






	Navigation



	

				2024年学園祭 (一日目・オレンジフェリー) (2024/05/02)



				2024年学園祭 (二日目・銀座とお台場) (2024/05/03)



				2024年学園祭 (三日目・学園祭当日) (2024/05/04)



				2024年学園祭 (四日目・スカイツリー) (2024/05/05)



				北条鹿島 (2024/07/20)



				大三島〜尾道 (2024/08/10)



				江波山気象館 (2024/09/14)



				JR松山駅新駅舎 (2024/09/29)



				東京旅行 (2024/10/26)



				愛媛おいも万博 (2024/12/07)



				松山小倉フェリー乗り納め (2025/02/22)



				八幡浜〜別府旅行 (2025/03/20)



				別府観光とさんふらわあ 別府〜大阪 (2025/03/21)



				大阪モーターサイクルショー (2025/03/22)



	









OEBPS/images/20240810_onomichi/sakamichi_1.jpg





OEBPS/images/20250222_kyusyu/fugu_gacha_1.jpg





OEBPS/images/20240914_eba/ondo.jpg





OEBPS/images/20240810_onomichi/tosen_1.jpg





OEBPS/images/20250321_osaka.jpg
BEARICHEEESL

L0134 TLMO
WHREFOHE AETT 1]

nE-0 7-77Li
BB 9.4 AN (DAY
. 7?%:32*\-7(1#):1\ N/

—

3 DE-Av A Ion!
PR YRR

DE -0 E#HA 7°D31)30 7200277
ﬁ\’: ) .I.!

S 40T TH S
R R0 R RSP
T AL

zzZ





OEBPS/images/20240720_hojo_kashima/kashima_ferry.jpg





OEBPS/images/20240720_hojo_kashima/kashima.jpg





OEBPS/images/20250321_osaka/umijigoku.jpg





OEBPS/images/20250320_beppu.jpg
EORHICHETEIL
HEATHLWWVPE ST

L2 ) AR &N FREL LT T Ay

'

BanF LT NEERPN AT L RO T Rk,
Bt Ts T EITIELTE,

' PABITH - SHIER
s34 (4s) ~ P\

INTEE A0
9-3ILF
202251~

Wt 0
amrell

PPN

pr o4





OEBPS/images/20240504_gakuensai_2.jpg
g/z,u SEIEEDE

3B3ARALT
FEANPAEEANEIUL

SR PIoEntaT TAy
AR NBESF A TTINFLL
OO EET IR RS
TR AT B BADE

257

RETAmEE

103 & 3L
LTRSS & TS
Xlﬂﬁ mu-rﬂuxnz*? /2,\1&1“?&~<<
(RSB LECT E3TAEBS MR
LATIR !
CoFtnZ 5 P2 E R ,
L) BA: B %o hietakeott) EAHESANITN
) BTN 2Rt b3 EAAN Y 27
- [l 2 : N3N3% 2:1&\‘?}')17
e .
_ D3¢ | 023 Ay
A ‘F);Lék

.;“) FoXnL ‘SU

LiE'5¢Lt5 TS
FoxaW I Cx 15,517

N-10-38 Tt
t5it

!”7#\'{311717\‘9,3 17@"’ 1
JROGS R115 f k5

i ak-75-tMNT
MERLREIL 2R

3
sﬁﬂfﬁn)ﬁu 0 P/ Pe-g801 5 130
A3y Sy TEM3ch+55630hs1
BAHIDY AT
KIXToRELHT

4BE, 1 3%
§fl &5 2 REBAGOAT T

Tor) 6 TUm AT
203,UUE, %

ShYn7 Ikt RIS T
215151

EBRRNESNAF LA

BT
§ GontgnnFEntia
BrEMTONELA NI

B0 rASI ORI @
i Seathortals 50 ? Il /
&

‘ DUDZEHTA po. tmf%
IOBETAAS IR LTS






OEBPS/images/20240505_gakuensai_3.jpg
Y FoXBELD <

Y XO 1z T, elhIEEE T,

= ESEIEION
5 s LA 5 OERES
f)?g\;’f I | = §Zm~rw;czw
ST e~

BN TR ER LT
Zort R LSTEIES

SRR I A () LT TN
1> L RELRIHENT

RiGo MG B i T
BT xse=1k5 0T )
B DRI IAC SO 3LT L

iz thia G isFe
BAROELET
SN OEREATT

FCHEO3R
RNk (N E v

W :»{u:nl§f“ﬂ.

AN YT UAZOME NI TS TRLE

PECRANEILIEISEL

ey

= o ' 2217)-F1F |
100 ~ = ’ FOX”?Z?‘)T'V'/‘fﬁ’,%

e .

1400 ~ ,_q

LAatAENaT /574833 33015
V> LY Y-S RIS IRF A

XAz 405 RS t
w)y

FEIAY TIOAINILE) -
2902F0 VF-25F £45TF

1l

(P2 FICR BT IS ORI
TRRE ST TR IREORLA
AZRIRAVETIMELE

Oh..
Ao
</U k"\tMAn.
ey

U BREAT (6, 1BA 0 5
JFaz FIAEMIGL0tRIILT:

<

Lot EIROLOTOP N 1S3 1H 108

BRI Tt
FHREL R IL 4030 CHOY
Cwh L0301 Bt TN 5L MBI
NBLY AR EIE SN Rn RIS

HIEOF3: A AREING N T
CREDEADSER AR ALES (R Cael T
LM IV SN TS
RewssLnT T

BNBRRT)INAKENZ A o T 74

¢1 \ “%
a i
23 = #
32 — 0% =
B o3
] Ty
5 i

n

+ S

i

|

SR1EopAtTAoREIBT ML
L N LARFETR Sht0 18

o
BaSETT &&\





OEBPS/images/20250320_beppu/suzume.jpg





OEBPS/images/20240502_gakuensai_0.jpg
BORICHEEESL
HEATHLWWVPE ST

181211980 BT HTUE )
SUTNFD /-

\ ;ﬁ BAKL k3 A f e M%}%
| “In

SYPIRY) Bl BT T ez W

\ 5Bl -kid ABBR LT zfuz’wrz
IRIDZ 21T )ET .

‘ Briinty

IAFY L

2030 LR B2 5% 2220008 32 22:30 LAY
';m‘[‘ﬁ§ AN HhER 0 A3-247
Broth250)

Fida A6 L HEnts LLAUP,
L koaalat

hisangtpsr

@@ RANAIE )

o4





OEBPS/images/20240503_gakuensai_1.jpg
5-/3 FOX %ﬁﬁ/ e BLIRE R Y

SRMBMBIES 0, 008X TREHERFVELETS, N -
=L ot

é@ﬂiiﬁkl"fﬁxﬁﬁ‘)‘ ABICHE LERIE, ROEURACRATETOERE ST,
(7\23;‘!“’5'4%)':@)71”7- ™ [x e ém o
B T1ELT- / ch m e L\ T /

LA 4L T5RT
FELE T30

TaANEE
=R NELY €3]

\4/

I‘77) 7/—\ CINZA
z TIRBTERASHOTITHS fafn P-ditB2r b 1530 T

CRITNTRALR LS ol 2T LT b, (GO ERATTAY
Kl Rfitos3 FTie A WEAIKIT LRI
TR0t SRR R L

< AN t@ iﬁ -

BB Hisrsang,
}ss*fgl:’ﬁfiu". A
DINTINAPATT DL

8518113 T1-27 71k, L0513t
ARR (LDt T T4v,
NECRARE T SO RV

RN S0 T M4
YEo S i T A2-37 k&)

IAULL RN SN
ERLSIE

777 7289k 4mt
Tator S
FOX-5>4
*x-/\'ﬁ@@
ShOIKT.4
X
Ao reppozn

4L B0<G0BE LT
37 45850

TOFLGEIAK
K813 90 THN! — " 7/ ‘
ol TN "] B Ao TAPIECILns RERE
RGBT

1518 h5 gL 7
ArgILULack
MASEEAFTE LTS
FOFA LA

2 C-RECL T
ARG Lt R B8R (3T





OEBPS/images/20240502_gakuensai_0/single_dx.jpg





OEBPS/images/20240914_eba/kyoto_shiden.jpg





OEBPS/images/20240929_matsuyama_sta/kiha.jpg





OEBPS/images/20240810_onomichi/onomichi_2.jpg
7300 8 el rsau.
Ero e itbngey
AT

Zob b T
ITOLAT, 13850
T

ZIBERS ETETE 33000 1 BRI v b1t
71)-120 153 1

SER BRCRAAR L B SAG TN
07:) - 1L R KB e e
BRSO A NBIUATERT

SEPSREPI LB A e

RIKAR AT S5
BAST W3 3020 15,
= LERTR T L 2aangia
LROA (&;n/ £ Ik

SFN b YIES) AMLb3,I30?

g 3304450 19, M;q??:% Heldndy
EEE S AT EARE PR P
351 iR £E5RI5TT






OEBPS/images/20240810_onomichi/onomichi_1.jpg
B0 s0wb.. LTSELE

A0 255 0k i1 801005
bl RALYTNE G

TRAY D AT Fop tEoRANT
MR LR BT 3

— e

SEOEPRIES
HERERLANTE
IEOML(GLL)

(SR AN UV PEIPN B b3 mm sy
SEOKYT S2IPY - B0~

RIS DR PTar3wns 3z

ESAELE #&55‘\!37?%\“03/\,1“(,:‘,75\

Elboltigon thomgy-¥rsiz
FRAL)IIMEE B~ 07 Fioav 15374

- UThTriInEL ]
REP-hod5% b 44580
£, AROT D=7 T LAy
Ao B Bn3suiniz it

BANHINE EoIPTOREE AT
DREAISL






OEBPS/images/20250321_osaka/tatumakijigoku.jpg





OEBPS/images/20240503_gakuensai_1/unicorn_2.jpg





OEBPS/images/20240503_gakuensai_1/unicorn_1.jpg





OEBPS/images/20241026_tokyo/naisencloud.jpg





OEBPS/images/20240504_gakuensai_2/sazae.jpg





OEBPS/images/20240914_eba/eba_2.jpg





OEBPS/images/20240502_gakuensai_0/ekiben.jpg





OEBPS/images/20240914_eba/eba_1.jpg





OEBPS/images/20241026_tokyo/cyder.jpg





OEBPS/images/20240505_gakuensai_3/too_busy.jpg





OEBPS/images/20250222_kyusyu/koumon_open_1.jpg





OEBPS/images/20250222_kyusyu/koumon_open_2.jpg





OEBPS/images/20240503_gakuensai_1/unko_bldg.jpg





OEBPS/images/20250321_osaka/global_to_beppu.jpg





OEBPS/images/20250322_osaka/helmet.jpg





OEBPS/images/20240929_matsuyama_sta.jpg
EOHICHETEIL
HEATHLWWVPE ST

7 .
/ 29 JRIALERAY $787& A .07 RAMLTSE (L

BERENRAELRTHI V2512

ERo 5 TE A 33 L050T AT 301 EAT

E & N RN AV Rt SRR s P PR 3ITIA
2 0l R150 B IR E~0 TRIXET

B LA MR RS L0 T R RN TEANN IR
%Y

Eo BT IBERE e MELE R0
PIRLF 24V ARTITLITT

BETC

B TUEREN
Ty

NILGARY

[REI9

il L N ARBLIN
iiiﬁ"@”»f 6;7171/;311‘ - ;r#@nn;wﬁ skt Rt
. &y YR)-Kts kit ER0E0E3EL 20
Bt SR 1haNAnT SR LRPAE R AIEBERBALA N AE A2

o4





OEBPS/images/20250320_beppu/michinoeki.jpg





OEBPS/images/20240914_eba/kisyokan_way2.jpg





OEBPS/images/20250222_kyusyu/hiroshima_sta.jpg





OEBPS/images/20240720_hojo_kashima/burger.jpg





OEBPS/images/20240914_eba/kisyokan_way1.jpg





OEBPS/images/20250321_osaka/posters.jpg





OEBPS/images/20240505_gakuensai_3/vf-25.jpg





OEBPS/images/20240720_hojo_kashima/seepa_overview.jpg





OEBPS/images/20241026_tokyo/ship.jpg





OEBPS/images/20240929_matsuyama_sta/vendor.jpg
=





OEBPS/images/20250222_kyusyu/ferry_grade_2.jpg





OEBPS/images/20240505_gakuensai_3/kawamori.jpg
T
L





OEBPS/images/20241026_tokyo/apa.jpg





OEBPS/images/20241026_tokyo/laketown.jpg





OEBPS/images/20240810_onomichi.jpg
BARICHEEEIL
£ CHLLVREY T

> FETI0NNC A B
ORTB) -
SiDIETAR
@A AMA !

A287:)- Fraaali,

B PRSTRBS
N B E om0 s B0
mey

AM02:51:E372) AT

B (o) BTt
ot LTS
HRNAZAIN ECHBRG I

2 BN FEEF TN

£18nibolR

[0) LI B

RLY- 2R ORT &l
HrioRl+it

Forg XL HIONE T T

o4





OEBPS/images/20250222_kyusyu/mojiko_train.jpg





OEBPS/images/20250222_kyusyu/ferry_vendor.jpg





OEBPS/images/20250222_kyusyu/kokura_ferry.jpg





OEBPS/images/20250222_kyusyu/ferry_grade_2_2.jpg





OEBPS/images/20250222_kyusyu/moe.jpg





OEBPS/images/20240914_eba/kisyokan.jpg





OEBPS/images/20250222_kyusyu/ferry_grade_2_1.jpg





OEBPS/images/20250321_osaka/projection_mapping.jpg
—— E -
iy






OEBPS/images/20240914_eba/aminocho_1.jpg





OEBPS/images/20240914_eba/aminocho_2.jpg





OEBPS/images/20240720_hojo_kashima.jpg
EHRICHEEESL
HEATHLVVPE ST

(D

LA -H=-EENT

K Ee Ao TR ERT
AZAZPREN()

= g 3 =17
0BT E-L TR : : “tﬁgl‘\”_’-ﬁau&
BZNIPISHE BT RILTTL) e L LORLAT25GD T O S

zZzZ





OEBPS/images/20240810_onomichi/bridge.jpg





OEBPS/images/20250222_kyusyu/fugu_tataki.jpg





OEBPS/images/20250322_osaka/ota.jpg





OEBPS/images/20240810_onomichi/sakari.jpg





OEBPS/images/20250321_osaka/global_tower.jpg





OEBPS/images/20250322_osaka/sunflower.jpg





OEBPS/images/20250222_kyusyu/terminal.jpg





OEBPS/images/20241026_tokyo/jerryfish.jpg





OEBPS/images/20240810_onomichi/michinoeki.jpg





OEBPS/images/20240810_onomichi/okunojima.jpg





OEBPS/images/20250320_beppu/floor_1.jpg





OEBPS/images/20250320_beppu/floor_2.jpg





